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は
じ
め
に

　
中
国
は
長
年
、
格
差
社
会
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
再
分
配
後
の
所
得

階
層
間
の
不
平
等
状
況
を
表
す
ジ
ニ
係
数
は
、
二
〇
〇
七
年
に
〇
・

四
七
七
、
二
〇
一
三
年
に
〇
・
四
六
二
と
国
際
的
に
み
て
高
い
水
準

に
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
都
市
内
格
差
、
農
村
内
格
差
お
よ
び
都

市
・
農
村
間
格
差
の
寄
与
率
は
二
〇
〇
七
年
に
一
八
・七
％
、
一
五
・

一
％
、
六
二
・
四
％
、
二
〇
一
三
年
に
二
六
・
二
％
、
一
二
・
九
％
、

五
四
・
〇
％
で
あ
る
。
こ
の
間
、
都
市
・
農
村
間
格
差
の
寄
与
率
は

下
が
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
依
然
過
半
を
占
め
て
お
り
、
ま
た
、
農

村
住
民
に
お
け
る
所
得
格
差
が
縮
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
都
市

住
民
に
お
け
る
そ
れ
が
拡
大
し
て
い
〉
1
〈

る
。

　
中
国
の
都
市
と
農
村
が
ま
る
で
別
世
界
で
あ
る
状
況
は
、
実
に
計

画
経
済
期
か
ら
続
い
て
き
て
お
り
、
そ
れ
を
形
作
っ
た
要
因
と
し
て

一
九
五
八
年
よ
り
施
行
さ
れ
た
戸
籍
登
記
条
例
を
ベ
ー
ス
と
し
た
戸

籍
制
度
、
お
よ
び
戸
籍
と
紐
づ
け
ら
れ
る
教
育
、
就
職
、
移
住
、
社

会
保
障
等
に
お
け
る
農
民
へ
の
差
別
政
策
、
さ
ら
に
こ
う
し
た
差
別

を
抑
制
す
る
政
治
的
力
の
欠
如
が
挙
げ
ら
れ
る
﹇
郭
・
劉 1990; 

厳 
2002, 2009

﹈。
戸
籍
制
度
等
に
よ
り
、
計
画
経
済
期
だ
け
で
な
く
一

九
九
〇
年
代
前
半
ま
で
の
長
い
間
に
、
農
村
か
ら
都
市
へ
の
人
口
移

動
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
、
職
業
選
択
の
自
由
も
移
住
の
自
由
も
ほ
と

ん
ど
な
い
に
等
し
か
っ
た
。
都
市
と
農
村
は
目
に
見
え
ざ
る
制
度
に

中
国
に
お
け
る
戸
籍
改
革
、「
農
転
非
」 

お
よ
び
そ
の
社
会
経
済
的
効
果 

　
│
│
中
国
総
合
社
会
調
査 （C

G
SS2010 ‒2015

） 

に
基
づ
く
実
証
分
析
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よ
り
分
断
さ
れ
た
二
重
社
会
と
な
っ
た
。

　
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
自
発
的
な
地
域
間
人
口
移
動
、
そ
し
て
政

府
主
導
の
秩
序
あ
る
労
働
移
動
が
可
能
と
な
り
、
沿
海
地
域
の
都
市

部
を
中
心
に
「
農
民
工
」
と
呼
ば
れ
る
農
家
出
身
の
出
稼
ぎ
労
働
者

は
二
〇
〇
二
年
に
一
億
人
を
突
破
し
、
近
年
お
よ
そ
一
億
七
〇
〇
〇

万
人
で
推
移
し
て
い
〉
2
〈

る
。
と
こ
ろ
が
、
彼
ら
は
生
ま
れ
つ
き
の
戸
籍

を
「
農
業
」
か
ら
「
非
農
業
」
に
変
え
る
（「
農
転
非
」＝
戸
籍
転
換
）

こ
と
が
で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
戸
籍
を
故
郷
か
ら
転
出

し
、
常
時
に
暮
ら
す
都
市
に
転
入
す
る
こ
と
も
、
特
に
大
中
都
市
の

場
合
、
非
常
に
難
し
い
。
居
住
地
の
戸
籍
を
持
た
な
い
農
民
工
は
就

職
、
給
与
、
社
会
保
険
制
度
へ
の
加
入
、
子
ど
も
の
教
育
等
で
差
別

を
受
け
さ
せ
ら
れ
る
「
二
等
国
民
」
と
化
し
、
都
市
の
中
に
農
民
工

と
地
元
戸
籍
住
民
の
間
に
新
た
な
分
断
社
会
が
形
成
さ
れ
て
い
る

﹇
厳 2005, 2010

﹈。

　
一
方
、
進
学
、
就
職
、
結
婚
、
土
地
徴
用
等
の
事
由
で
農
転
非
を

果
た
し
た
う
え
、
戸
籍
を
生
ま
れ
故
郷
の
農
村
か
ら
働
く
都
市
に
転

出
入
し
普
通
の
市
民
と
し
て
暮
ら
す
こ
と
は
、
計
画
経
済
期
に
も
小

規
模
な
が
ら
存
在
し
た
。
一
九
八
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
戸
籍
制

度
改
革
が
深
化
し
農
転
非
を
し
て
戸
籍
の
都
市
転
入
は
膨
大
な
規
模

に
達
し
て
い
る
。
非
農
業
戸
籍
人
口
が
急
増
し
、
全
人
口
に
占
め
る

そ
の
割
合
も
上
昇
し
続
け
た
結
果
、
長
年
都
市
・
農
村
の
分
断
に
起

因
し
た
都
市
化
の
遅
れ
も
大
き
な
改
善
を
見
せ
て
い
る
。

　
こ
こ
四
〇
年
間
、
中
国
社
会
は
伝
統
的
な
都
市
・
農
村
の
二
重
社

会
か
ら
、
農
村
住
民
、
元
来
都
市
戸
籍
住
民
、
新
都
市
戸
籍
住
民

（
農
転
非
）、
農
民
工
と
そ
の
同
居
家
族
（
流
動
人
口
）
の
四
大
部
分

か
ら
構
成
さ
れ
る
重
層
社
会
に
変
化
し
て
お
り
、
そ
の
違
い
を
決
定

づ
け
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
戸
籍
の
如
何
で
あ
る
。
戸
籍
は
自
ら

の
身
分
を
表
す
だ
け
で
な
く
、
就
職
や
昇
進
、
収
入
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
要
素
と
し
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
﹇
陸 2003, 2008

﹈。

　

戸
籍
制
度
は
、
単
位
（danwei

）、
関
係
（guanxi

）、
党
〉
3
〈員

等
と

並
び
、
現
代
中
国
社
会
の
特
質
を
理
解
す
る
の
に
欠
か
せ
な
い
キ
ー

ワ
ー
ド
の
一
つ
で
あ
り
、
国
内
外
を
問
わ
ず
、
社
会
学
、
経
済
学
等

で
数
多
く
の
研
究
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
陸

﹇2003

﹈、
王
・
蔡
﹇2008

﹈
で
は
戸
籍
制
度
お
よ
び
戸
籍
制
度
改
革

の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
制
度
論
的
に
詳
細
な
分
析
が
行
わ
れ
た
。
日

本
で
は
、
中
国
の
戸
籍
制
度
に
早
く
か
ら
着
目
し
学
術
的
研
究
を

行
っ
た
文
献
と
し
て
田
島
﹇1984

﹈
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
延
長
線

上
で
、
前
田
﹇1993, 1996

﹈
は
戸
籍
制
度
と
人
口
移
動
へ
の
規

制
、
張
﹇1997

﹈
は
戸
籍
制
度
と
農
民
差
別
、
厳
﹇2002

﹈
は
戸
籍

制
度
の
変
容
、
歴
史
的
役
割
お
よ
び
問
題
点
に
焦
点
を
絞
っ
て
記
述

的
分
析
を
行
っ
た
。
ま
た
、
農
村
・
都
市
間
の
移
動
規
制
が
緩
和
さ

れ
、
農
民
工
が
大
規
模
化
し
た
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
農
村
労
働
力

の
移
動
と
農
民
工
政
策
の
変
遷
﹇
山
口 2009; 

鎌
田 2010; 

張 2010; 
厳 2014, 2016

﹈、
農
業
か
ら
非
農
業
へ
の
戸
籍
転
換
﹇
張
・
森
田 

2014

﹈、
戸
籍
差
別
を
受
け
さ
せ
ら
れ
た
農
民
工
の
暮
ら
し
﹇
阿
古 

2009

﹈
に
関
す
る
研
究
も
増
え
て
い
る
。
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同
時
に
、
個
票
デ
ー
タ
の
開
発
、
蓄
積
お
よ
び
一
般
公
開
が
進
む

に
つ
れ
、
戸
籍
の
就
職
、
給
与
、
階
層
移
動
に
与
え
る
影
響
に
関
す

る
計
量
分
析
も
中
国
お
よ
び
日
米
欧
等
で
急
増
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
例
え
ば
、K

night and Song

﹇1999

﹈、M
eng

﹇2000

﹈、
厳

﹇2005, 2010
﹈、呉
・
張
﹇2013

﹈、Li et al. ﹇2013

﹈、Ma

﹇2018

﹈、

石
塚
﹇2010

﹈
で
「
中
国
家
庭
収
入
調
査
」、「
中
国
総
合
社
会
調

査
」（C

hinese G
eneral Social Survey, C

G
SS

）
等
の
個
票
デ
ー
タ

を
用
い
、
農
業
戸
籍
が
非
農
業
戸
籍
に
比
べ
、
就
業
や
給
与
で
不
利

に
扱
わ
れ
て
い
る
、
つ
ま
り
農
業
戸
籍
に
対
す
る
差
別
が
存
在
す
る

こ
と
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
李
﹇2006

﹈、呉
﹇2007

﹈

で
は
社
会
移
動
、
す
な
わ
ち
社
会
的
ス
テ
ー
タ
ス
の
向
上
移
動
に
対

し
、
農
業
戸
籍
に
比
べ
非
農
業
戸
籍
が
優
位
性
を
持
つ
こ
と
も
明
ら

か
と
な
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
非
農
業
戸
籍
を
持
つ
者
の
中
に
は
、
生
ま
れ
つ
き
の

者
も
い
れ
ば
、
何
ら
か
の
事
由
で
農
業
か
ら
非
農
業
に
戸
籍
を
変
え

た
者
（
農
転
非
）
も
大
勢
い
る
。
そ
こ
で
、
農
転
非
の
決
定
要
因
と

は
な
に
か
、
異
な
る
事
由
で
農
転
非
を
果
た
し
た
者
の
間
に
そ
れ
ぞ

れ
の
非
農
業
戸
籍
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
同
じ
で
あ
る
か
、
言
い
換
え
れ

ば
、
農
転
非
を
経
て
新
し
い
都
市
戸
籍
住
民
と
な
っ
た
者
は
、
元
来

都
市
戸
籍
住
民
と
同
じ
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
、
と
い
っ
た
問
題

が
提
起
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
問
題
意
識
の
下
、
Ｃ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
を
は
じ
め

多
く
の
社
会
調
査
で
、
非
農
業
戸
籍
者
に
対
し
農
転
非
の
経
験
を
有

す
る
か
、
農
転
非
が
行
わ
れ
た
年
次
や
事
由
に
関
す
る
質
問
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
を
反
映
し
、
近
年
、
社
会
学
の
分
野
を
中
心
に
戸
籍
に
関
す

る
数
多
く
の
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
辺
・
李

﹇2014

﹈
で
は
、
家
庭
環
境
や
個
人
の
教
育
が
農
転
非
に
与
え
た
影

響
の
有
無
お
よ
び
経
時
的
変
化
に
つ
い
て
分
析
し
、
改
革
前
が
家
庭

と
個
人
教
育
、
改
革
初
期
が
家
庭
を
媒
介
し
た
個
人
教
育
、
改
革
後

期
が
要
因
の
多
元
化
つ
ま
り
機
会
の
平
等
化
と
い
う
農
転
非
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
陸
﹇2008

﹈
で
は
、
住
民
の
居
住
す
る
町
の
行
政
レ
ベ
ル
が
高
い

ほ
ど
、
彼
ら
の
持
つ
戸
籍
が
政
治
的
資
本
（
共
産
党
員
に
な
る
こ

と
）
の
獲
得
や
、
親
子
の
世
代
間
に
お
け
る
職
業
階
層
の
向
上
移
動

に
与
え
る
正
の
影
響
も
顕
著
に
強
く
、
ま
た
、
改
革
開
放
時
代
に

入
っ
て
か
ら
も
戸
籍
が
依
然
と
し
て
人
々
の
階
層
移
動
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
林
﹇2010

﹈
は
、
農
転
非
を
実
現
し
て
都
市
部
で
働
く
男
性
の
昇

進
メ
カ
ニ
ズ
ム
お
よ
び
そ
の
限
界
を
分
析
す
る
も
の
で
あ
り
、
元
来

都
市
戸
籍
者
に
比
べ
、
農
転
非
の
男
性
が
あ
る
程
度
ま
で
の
昇
進
は

可
能
で
あ
る
も
の
の
、
行
政
や
企
業
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
出
世
す
る

可
能
性
が
比
較
的
低
い
と
の
結
果
を
導
き
出
し
た
。

　
鄭
・
呉
﹇2013

﹈、王
﹇2017

﹈、謝
﹇2014

﹈、胡
・
鄧
﹇2018

﹈、

郭
・
魯
﹇2018

﹈
お
よ
び
張
・
李
﹇2019

﹈
で
は
、
農
転
非
の
事
由

に
着
目
し
、
進
学
や
就
職
で
戸
籍
を
変
え
た
ケ
ー
ス
を
選
択
的
農
転

非
、
結
婚
や
農
地
徴
用
で
戸
籍
を
変
え
た
ケ
ー
ス
を
政
策
的
農
転
非
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と
し
た
う
え
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
人
の
就
職
、
給
与
、
階
層
移
動
、
あ

る
い
は
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
か
に
つ
い
て
実
証
分
析
を
行
っ
て
い
る
が
、
選
択
的
農
転
非

が
就
職
、
給
与
等
に
顕
著
な
正
の
効
果
を
与
え
る
の
に
対
し
、
政
策

的
農
転
非
が
そ
の
よ
う
な
効
果
を
顕
著
に
示
さ
な
い
と
い
っ
た
事
実

が
発
見
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。

　
前
述
の
文
献
は
Ｃ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
等
の
個
票
デ
ー
タ
を
い
ち
早
く
利
用
し

て
で
き
た
優
れ
た
研
究
成
果
と
い
え
る
が
、
以
下
の
四
点
で
既
存
研

究
が
欠
け
て
い
る
。
⑴
複
数
回
の
個
票
デ
ー
タ
を
結
合
し
て
サ
ン
プ

ル
数
を
増
や
す
こ
と
で
分
析
結
果
の
頑
強
性
を
高
め
る
こ
と
、
⑵
都

市
部
だ
け
で
な
く
農
村
部
を
も
分
析
対
象
に
含
め
農
転
非
の
実
態
と

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
よ
り
一
層
多
面
的
に
捉
え
る
こ
と
、
⑶
農
転
非
の
事

由
や
時
期
を
よ
り
細
か
く
分
類
し
て
そ
の
社
会
経
済
的
効
果
を
把
握

す
る
こ
と
、
⑷
農
転
非
を
果
た
し
た
高
学
歴
者
（
進
学
に
よ
る
農
転

非
）
と
元
来
非
農
業
戸
籍
の
高
学
歴
者
を
分
析
対
象
に
し
て
両
者
間

に
お
け
る
非
農
業
戸
籍
の
プ
レ
ミ
ア
ム
を
比
較
す
る
こ
と
、
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
Ｃ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
の
二
〇
一
〇
年
か
ら
一
五
年
の
調
査
デ
ー

タ
を
解
析
し
戸
籍
研
究
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

る
。

　
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
と
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、
農
転

非
の
諸
相
を
デ
ー
タ
分
析
を
通
し
て
描
き
出
し
、
そ
の
社
会
経
済
的

効
果
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
す
る
。
そ
れ

に
先
立
ち
、
戸
籍
制
度
改
革
の
プ
ロ
セ
ス
を
考
察
し
都
市
化
に
対
す

る
そ
の
影
響
を
記
述
す
る
。
本
稿
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
節
で
は
、
改
革
開
放
以
降
の
漸
進
的
戸
籍
制
度
改
革
を
概
観
し

主
な
特
徴
を
析
出
す
る
。
同
時
に
、
都
市
人
口
な
ら
び
に
都
市
化
率

に
及
ぼ
す
戸
籍
制
度
改
革
の
影
響
を
分
析
す
る
。
第
二
節
で
は
、
農

転
非
に
関
す
る
学
術
研
究
の
到
達
点
お
よ
び
残
さ
れ
る
課
題
を
明
ら

か
に
し
、
本
研
究
の
意
義
を
示
す
。
第
三
節
で
は
、
Ｃ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
に
基

づ
い
て
農
転
非
の
諸
相
（
事
由
と
時
期
と
個
人
属
性
の
関
係
等
）
を

描
き
出
す
。
第
四
節
で
は
、
農
転
非
が
人
々
の
収
入
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
る
か
に
つ
い
て
農
村
・
都
市
別
、
勤
め
先
形
態
別
、
高

学
歴
者
に
限
定
す
る
形
で
計
量
分
析
を
行
う
。
最
後
に
、
本
稿
の
分

析
結
果
を
ま
と
め
る
。

一　
戸
籍
制
度
改
革
の
歩
み
と 

非
農
業
戸
籍
人
口
の
推

〉
4
〈移

㈠
　
戸
籍
制
度
の
漸
進
的
改
革

　
ま
ず
、
戸
籍
制
度
改
革
の
全
体
状
況
に
つ
い
て
、
表
１
に
示
さ
れ

た
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
動
向
を
概
観
す
る
。

　
一
九
八
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
戸
籍
登
記
条
例
（
一
九
五
八
年

施
行
）
の
改
正
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
制
度
の
運
用
で
様
々
な
改
革

が
試
行
さ
れ
た
。
一
九
八
四
年
に
郷
鎮
企
業
に
勤
め
る
農
家
の
非
農

就
業
者
に
、
農
業
戸
籍
か
ら
非
農
業
戸
籍
へ
の
転
換
（
農
転
非
）、
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表１　改革開放期における戸籍制度改革の動向（発布主体／題名／発布の年月日）

A. 国務院／関於農民進入集鎮落戸問題的通知／1984年10月。
B. 公安部／関於実行当地有効城鎮居民戸口的通知（藍印戸口）／1992年８月。
C. 公安部／小城鎮戸籍管理制度改革試点方案和関於完善農村戸籍管理制度意見的通知／

1997年６月。
D. 公安部／関於解決当前戸口管理工作中幾個突出問題意見的通知／1998年７月。
E. 公安部／関於推進小城鎮戸籍管理制度改革意見的通知／2001年３月。
F. 国務院弁公庁／関於積極穏妥推進戸籍管理制度改革的通知／2011年２月。

A
（1984年通知、約900字）

E
（2001年通知、約2000字）

F
（2011年通知、約2500字）

時代背景
郷鎮企業が急成長し農家
の非農就業者が増える。

高度成長に伴い農村から
都市への人口移動が大規
模化する。

調和社会の構築、都市農
村の一体化が政権の理念
に掲げられる。

戸籍転入
の対象地
域

郷鎮政府の役場が設置さ
れる町（集鎮）。ただし、
県役所の立地する「城関
鎮」を除く。

⑴県級市の市区
⑵県役所の立地する「城
関鎮」

⑶その他「建制鎮」

⑴県級市の市区
⑵県役所の立地する「城
関鎮」
⑶その他「建制鎮」
⑷直轄市・省都等を除く
中小都市

戸籍転換
の必須条
件

町に固定の住居を持ち、
経営能力を有し、あるい
は郷鎮企業で長期的に働
いている。

対象地域に固定の住居
（賃貸を含まない）を持
ち、安定した職業あるい
は収入源を有する。

安定した職業を有し、か
つ、安定的な住居（賃貸
を含む）に住んでいる
（上記の⑴～⑶）。⑷につ
いては勤続３年以上、社
会保険の加入年数も勘案
される。

戸籍転換
の有資格
者

町で非農業に従事する農
民とその家族

本人および共に暮らす直
系の親族

本人および共に暮らす配
偶者、未婚の子供、父母

戸籍転換
者の権利
義務

⑴町内会（居民委員会）
に加入し、元住民と同
等の権利を享受し負う
べき義務を履行する。

⑵村から請負った土地を
他人に又請負すること
ができるが、耕作放棄
をしてはならない。

⑴土地の請負権を保留す
ることができ、他人へ
の又請負いも可能であ
る。

⑵耕作放棄、農地転用を
防がなければならない。

⑶入学、入隊、就業等で
元住民と同等の権利を
享受し同等の義務を履
行する。

⑴農民の持つ宅地の使用
権と、農地の請負権が
法によって保護され、
そうした権利を放棄す
るか否かは農民自身の
意思によって決定され
なければならない。
⑵戸籍転入者に元住民と
同等の権利を保証す
る。

注：厳［2014］より引用。
出所：法律図書館（http://www.law-lib.com/law/）に基づいて作成。
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お
よ
び
町
へ
の
移
住
（
遷
移
）
を
認
め
る
政
策
が
施
行
さ
れ
た
。
八

五
年
に
戸
籍
登
記
地
を
長
期
間
離
れ
た
人
を
居
住
地
で
「
暫
住
人

口
」
と
し
て
登
録
す
る
制
度
、
九
二
年
に
一
部
の
大
都
市
で
「
藍
印

戸
籍
」＝
準
都
市
戸
籍
制
度
も
導
入
さ
れ
、
人
口
の
広
域
移
動
が
実

質
上
合
法
化
さ
れ
た
。

　
一
九
九
三
年
に
、
社
会
主
義
市
場
経
済
体
制
を
構
築
す
る
方
針
が

決
定
さ
れ
、
戸
籍
制
度
改
革
の
歩
調
が
速
ま
っ
た
。
九
七
年
に
、
県

（
県
級
市
を
含
む
）
役
所
の
所
在
地
＝「
県
城
」
に
戸
籍
を
転
入
す
る

条
件
が
緩
和
さ
れ
、
安
定
的
な
職
業
も
し
く
は
収
入
源
を
有
し
、
か

つ
、
県
城
に
あ
る
合
法
的
な
住
居
に
二
年
以
上
居
住
し
て
い
る
こ
と

を
条
件
に
、
戸
籍
を
農
業
か
ら
非
農
業
に
転
換
し
、
県
城
へ
の
戸
籍

転
入
も
で
き
る
。

　
一
九
九
八
年
に
戸
籍
管
理
で
重
要
な
改
革
が
行
わ
れ
た
。
⑴
新
生

児
の
戸
籍
は
従
来
の
母
方
の
も
の
に
従
う
こ
と
か
ら
両
親
の
ど
ち
ら

に
で
も
よ
い
よ
う
に
変
更
さ
れ
た
、
⑵
非
農
業
戸
籍
者
と
し
て
都
市

部
に
定
住
し
て
い
る
人
は
、
農
業
戸
籍
の
配
偶
者
、
あ
る
い
は
、
老

い
た
農
業
戸
籍
の
親
を
呼
び
寄
せ
、
非
農
業
戸
籍
へ
の
転
換
を
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
る
、
⑶
都
市
部
で
投
資
、
起
業
、
住
宅
購
入
を
し

た
人
お
よ
び
そ
の
直
系
親
族
は
非
農
業
戸
籍
へ
の
転
換
、
都
市
へ
の

移
住
が
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
（
表
１
の
Ｄ
）。

　
こ
の
よ
う
な
戸
籍
制
度
の
改
革
は
、
二
〇
〇
一
年
に
国
務
院
の
認

可
し
た
「
小
都
市
戸
籍
制
度
改
革
の
推
進
に
関
す
る
意
見
」
で
一
つ

の
節
目
を
迎
え
た
。
一
九
九
〇
年
代
半
ば
ま
で
、
各
都
市
は
、
行
政

の
定
め
た
人
数
枠
で
農
業
か
ら
非
農
業
へ
の
戸
籍
転
換
を
管
理
し
た

が
、
そ
の
後
、
所
要
の
条
件
が
満
た
さ
れ
て
い
る
か
を
基
準
に
戸
籍

転
換
、
移
住
の
審
査
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
表
１
の
よ
う
に
、
戸

籍
転
入
の
対
象
地
域
に
県
級
市
の
市
区
と
県
役
所
の
立
地
す
る
「
城

関
鎮
」
が
新
た
に
加
え
ら
れ
た
。
戸
籍
転
換
の
有
資
格
者
に
関
し
て

は
要
件
の
変
更
が
な
く
、
戸
籍
を
転
出
し
た
人
が
村
か
ら
請
け
負
っ

た
農
地
の
請
負
権
を
保
留
で
き
、
元
来
都
市
住
民
と
同
じ
権
利
を
付

与
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

　
胡
錦
濤
・
温
家
宝
指
導
部
が
発
足
し
た
翌
年
の
二
〇
〇
四
年
に
、

「
和
諧
社
会
」（
調
和
社
会
）
の
構
築
が
掲
げ
ら
れ
た
。
〇
八
年
開
催

の
中
国
共
産
党
第
一
七
回
中
央
委
員
会
第
三
回
全
体
会
議
（
三
中
全

会
）、
同
年
末
の
改
革
開
放
三
〇
周
年
記
念
大
会
で
、
共
産
党
政
府

は
都
市
農
村
の
一
体
化
改
革
を
加
速
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
の

流
れ
を
受
け
、
一
一
年
に
新
た
な
戸
籍
制
度
改
革
の
方
向
性
が
示
さ

れ
た
。
戸
籍
転
入
の
対
象
地
域
が
四
大
直
轄
市
お
よ
び
省
政
府
・
自

治
区
の
立
地
す
る
大
都
市
（
省
都
）
を
除
く
す
べ
て
の
中
小
都
市
に

拡
大
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
進
歩
で
あ
る
。
ほ
か
に
、
戸
籍
転
換
の

有
資
格
者
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
、
賃
貸
住
宅
も
安
定
的
な
住
居
の
範

疇
と
さ
れ
た
こ
と
、
宅
地
の
使
用
権
の
扱
い
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
も

注
意
に
値
す
る
改
善
点
で
あ
る
。

　
都
市
農
村
の
一
体
化
改
革
を
取
り
仕
切
る
、
国
家
発
展
改
革
委
員

会
の
徐
紹
史
主
任
は
、
二
〇
一
三
年
六
月
二
六
日
に
全
人
代
常
務
委

員
会
で
「
都
市
化
建
設
の
活
動
状
況
に
関
す
る
報
告
」
を
行
い
、
新
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た
な
都
市
化
の
方
向
性
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。
す
な
わ

ち
、
地
方
の
小
都
市
・
町
へ
の
戸
籍
転
入
（
移
住
）
を
完
全
に
自
由

化
し
、
中
規
模
都
市
へ
の
移
住
制
限
を
計
画
的
に
自
由
化
し
、
大
都

市
へ
の
移
住
要
件
を
徐
々
に
緩
め
、
特
大
都
市
へ
の
移
住
要
件
を
合

理
的
に
設
計
す
〉
5
〈

る
。
所
定
の
要
件
を
満
た
す
農
民
工
を
次
第
に
正
規

の
都
市
住
民
に
転
換
さ
せ
て
い
〉
6
〈

く
。

㈡
　
都
市
・
農
村
の
一
体
化
に
向
け
て
の
戸
籍
制
度
改
革

　
二
〇
一
三
年
一
一
月
開
催
の
中
国
共
産
党
第
一
八
回
中
央
委
員
会

第
三
回
全
体
会
議
で
、
重
要
問
題
の
改
革
深
化
に
関
す
る
決
定
（
以

下
、「
決
定
」
と
略
す
）
が
行
わ
れ
た
。「
決
定
」
で
は
都
市
農
村
一

体
化
に
向
け
て
の
方
向
性
、
基
本
原
則
お
よ
び
努
力
目
標
が
明
確
に

示
さ
れ
た
。
人
間
本
位
の
下
、
従
来
の
戸
籍
制
度
に
代
わ
る
住
民
登

録
制
度
を
全
面
的
に
導
入
し
、
各
都
市
の
状
況
に
応
じ
て
農
民
工
の

市
民
化
を
進
め
、
戸
籍
に
由
来
す
る
農
民
工
へ
の
制
度
差
別
を
徐
々

に
な
く
し
て
い
く
と
し
て
い
る
が
、
具
体
的
に
は
、
常
住
人
口
の
規

模
に
基
づ
い
て
都
市
を
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
戸
籍
転
入
の

要
件
を
設
定
し
、
所
定
の
要
件
を
満
た
す
流
動
人
口
の
定
住
化
も
し

く
は
市
民
化
を
推
し
進
め
、
住
宅
政
策
、
医
療
、
年
金
等
の
社
会
保

障
制
度
を
も
す
べ
て
の
定
住
人
口
に
適
用
す
る
よ
う
に
す
る
、
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

　
「
決
定
」
の
方
針
を
受
け
、二
〇
一
四
年
七
月
に
、
国
務
院
は
戸
籍

制
度
改
革
を
さ
ら
に
推
進
す
る
意
見
（
以
下
、「
意
見
」
と
略
す
）

を
通
達
し
、
同
年
末
に
戸
籍
の
転
入
規
制
に
か
か
わ
る
都
市
の
分
類

基
準
を
修
正
し
公
表
し
〉
7
〈

た
。
表
2
は
「
意
見
」
で
示
さ
れ
た
戸
籍
転

入
の
基
本
方
針
お
よ
び
各
類
型
都
市
へ
の
戸
籍
転
入
の
要
件
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
戸
籍
制
度
改
革
で
は
、
各
都
市
の

行
政
等
級
（
県
城
―
地
級
市
―
省
都
）
を
ベ
ー
ス
に
戸
籍
の
転
入
規

制
が
実
施
さ
れ
た
が
、「
意
見
」
で
は
市
区
に
常
時
居
住
す
る
、
い
わ

ゆ
る
常
住
人
口
の
規
模
に
基
づ
い
て
都
市
の
類
型
化
が
行
わ
れ
る
。

　
行
政
の
末
端
に
当
た
る
建
制
鎮
、
お
よ
び
五
〇
万
人
未
満
の
小
都

市
で
は
、
賃
貸
を
含
む
合
法
的
で
安
定
的
住
所
さ
え
あ
れ
ば
、
外
部

か
ら
の
戸
籍
転
入
が
全
面
的
に
自
由
化
さ
れ
る
（「
全
面
放
開
」）。

市
区
の
常
住
人
口
を
基
準
と
し
て
い
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
県
政
府

所
在
地
（
城
関
鎮
）
や
多
く
の
地
級
市
も
「
全
面
放
開
」
の
対
象
と

な
る
。
ま
た
、
五
〇
〜
一
〇
〇
万
人
を
擁
す
る
中
規
模
の
都
市
に
関

し
て
は
、
住
居
の
有
無
に
加
え
、
合
法
的
で
安
定
的
な
就
業
、
お
よ

び
所
定
の
社
会
保
障
制
度
へ
の
加
入
年
数
も
戸
籍
転
入
の
要
件
と
し

て
求
め
ら
れ
る
も
の
の
（「
有
序
放
開
」）、
戸
籍
の
転
入
は
比
較
的

容
易
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
三
〇
〇
万
人
以
上
の
大
都
市
、
と
り
わ

け
、
五
〇
〇
万
人
以
上
の
特
大
都
市
に
対
し
て
は
、
就
業
年
数
、
継

続
的
居
住
年
数
等
よ
り
一
層
の
厳
し
い
要
件
が
課
さ
れ
、
そ
こ
に
お

け
る
農
民
工
の
市
民
化
は
非
常
に
難
し
い
。

　

と
は
い
え
、「
意
見
」
で
は
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
一
億
人
程
度

の
農
民
工
お
よ
び
そ
の
同
居
家
族
の
市
民
化
、
つ
ま
り
、
自
ら
の
戸

籍
を
農
村
部
か
ら
転
出
し
、
暮
ら
す
都
市
部
に
転
入
し
て
普
通
の
市
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民
と
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
目
標

に
掲
げ
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
努
力
す
る
政
府
の
姿
勢
は
高
く
評
価

さ
れ
て
よ
い
。

㈢
　
非
農
業
戸
籍
人
口
と
都
市
化
率
の
推
移

　
以
上
の
よ
う
に
、
戸
籍
制
度
改
革
の
対
象
範
囲
は
、
建
制
鎮
か
ら

城
関
城
・
県
級
市
へ
、
さ
ら
に
、
地
方
の
中
小
都
市
へ
と
徐
々
に
広

げ
ら
れ
た
。
農
村
部
か
ら
都
市
部
に
移
動
し
て
非
農
業
戸
籍
を
取
得

し
た
者
が
増
え
、
ま
た
、
市
街
地
の
外
延
的
拡
張
に
伴
い
土
地
を
徴

用
さ
れ
た
農
家
も
制
度
的
に
非
農
業
戸
籍
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
一
九
九
〇
年
代
末
か
ら
大
学
教
育
が
拡
張
し
、
一
八
歳
人
口
に

占
め
る
進
学
者
（
四
年
制
本
科
と
三
年
制
専
科
が
ほ
ぼ
半
々
）
の
割

合
も
、
二
〇
〇
〇
年
の
一
〇
％
か
ら
二
〇
一
四
年
の
四
五
・
四
％
に

上
昇
し
た
。
進
学
に
よ
る
農
転
非
も
多
い
。
も
う
一
つ
、
農
村
か
ら

入
隊
し
て
幹
部
と
な
っ
た
軍
人
の
一
部
は
、
退
役
と
共
に
非
農
業
戸

籍
を
取
得
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
た
だ
し
、
そ
れ
に
関
す
る
統
計
が

見
つ
か
ら
な
い
）。
以
下
、
国
家
統
計
局
の
公
表
し
た
人
口
統
計
を

用
い
、
非
農
業
戸
籍
人
口
お
よ
び
都
市
化
率
の
推
移
を
考
察
し
そ
れ

ぞ
れ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
図
１
か
ら
見
て
取
れ
る
よ
う
に
、
戸
籍
登
記
条
例
が
施
行
さ
れ
た

直
後
の
数
年
間
、
非
農
業
戸
籍
人
口
は
急
速
に
増
え
続
け
、
総
人
口

に
占
め
る
そ
の
比
率
は
都
市
人
口
割
合
を
上
回
っ
た
状
況
と
な
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
大
躍
進
運
動
（
一
九
五
八
年
）
が
失
敗
し
た
の
に

表２　戸籍の都市転入方針と相応の要件（2014年）

戸籍転入
の基本方
針

市区の常住人口
に基づく都市の
分類

城鎮数
（2010年）

合法的
安定的
住所　
（含賃貸）

合法的
安定的
就業

所定の
就業年
数

社会保
障制度
加入年
数

所定評
価点の
獲得

継続的
居住年
数

その他
要件

全面放開

建制鎮 19,410 ○

Ⅰ 20万人以下
380 ○

Ⅱ 20‒50万人

有序放開 Ⅲ 50‒100万人 138 ○ ○ ○

合理確定
Ⅳ 100‒300万人 103 ○ ○ ○ ○

Ⅴ 300‒500万人 21 ○＋α ○＋α ○＋α △

厳格控制
Ⅵ 500‒1000万人 10 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

Ⅶ 1000万人以上 6 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

出所：国務院「関於進一歩推進戸籍制度改革的意見」（2014年７月30日）に基づいて作成。
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伴
い
、
地
方
の
町
や
小
都
市
に
移
動

し
て
非
農
業
戸
籍
を
取
得
し
た
多
く

の
農
村
出
身
者
は
、
故
郷
へ
の
帰
還

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
一
九
六
一

年
、
六
二
年
に
、
非
農
業
戸
籍
人
口

も
都
市
人
口
も
減
少
し
た
。
以
来
二

〇
年
近
く
に
お
い
て
両
者
と
も
増
え

続
け
た
も
の
の
、
総
人
口
に
占
め
る

割
合
は
顕
著
に
上
昇
し
な
か
っ
た
。

　
状
況
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
一

九
八
〇
年
以
降
で
あ
る
。
表
3
の
よ

う
に
、
こ
こ
三
〇
年
余
、
総
人
口
の

伸
び
率
は
下
が
る
傾
向
に
あ
る
の
に

対
し
て
、
非
農
業
戸
籍
人
口
も
都
市

人
口
も
高
い
伸
び
率
を
保
っ
た
。
背

景
に
は
戸
籍
制
度
改
革
お
よ
び
大
規

模
な
地
域
間
労
働
移
動
が
あ
る
。

　
一
九
八
〇
年
に
一
億
六
八
〇
〇
万

人
だ
っ
た
非
農
業
戸
籍
人
口
は
、
二

〇
一
〇
年
に
四
億
五
九
六
四
万
人
へ

と
約
三
億
人
増
え
た
が
、
各
年
の
純

増
は
図
1
の
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

鎮
へ
の
戸
籍
転
入
が
緩
和
さ
れ
た
一

大躍進運動および
その失敗の反動

「知青下放」

「知青返城」
1970年代末

第１次改革
1984年

第２次改革
2001年

第３次改革
2011年

（万人）

-1500

-600

300

1200

2100
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48
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19
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19

99
20

01
20

03
20

05
20

07
20

09
20

11
20

13

（％）

非農業人口増減数（右目盛）
都市人口比率（左目盛）
非農業人口比率（左目盛）

図１　非農業戸籍人口および都市化率の変化

出 所：国家統計局編『中国人口統計年鑑』各年版、中国統計出版社、同『中国人口和就業統
計年鑑』各年版、中国統計出版社より作成。

表３　中国の人口動態（年平均増減率） （％）

総人口 非農業戸籍人口 都市居住人口 農村居住人口

1950‒70年
1970‒80年
1980‒90年
1990‒00年
2000‒12年

2.06
1.75
1.48
1.04
0.55

1.64
2.87
3.59
3.04
3.33

4.34
2.87
4.66
4.28
3.72

　1.69
　1.50
　0.56
－0.40
－1.90

出所：国家統計局編『中国人口統計年鑑』各年版、中国統計出版社、同『中
国人口和就業統計年鑑』各年版、中国統計出版社より作成。
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九
八
四
年
、
八
五
年
に
、
二
六
〇
〇
万
人
超
の
非
農
業
戸
籍
者
が
増

え
た
。
八
六
年
に
そ
の
反
動
が
表
れ
一
五
〇
万
人
減
っ
た
も
の
の
、

以
来
増
加
の
一
途
を
辿
っ
た
。「
藍
印
戸
口
」
制
度
が
導
入
さ
れ
た

一
九
九
二
年
、
あ
る
い
は
「
公
安
部
通
知
」
が
施
行
さ
れ
た
一
九
九

八
年
の
直
後
に
、
非
農
業
戸
籍
人
口
数
は
増
加
す
る
傾
向
を
見
せ

た
。
戸
籍
制
度
改
革
の
効
果
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
効
果
の
最
も
大
き
か
っ
た
の
は
「
城
関
鎮
」
ま
た
は
県
級
市
へ
の

戸
籍
転
入
、
移
住
が
緩
和
さ
れ
た
二
〇
〇
一
年
の
第
二
次
改
革
で
あ

る
。
直
後
の
数
年
間
に
お
い
て
、
非
農
業
戸
籍
人
口
数
は
年
平
均
一

五
〇
〇
万
人
以
上
増
え
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
一
年
の
第
三
次
改
革

以
降
に
は
目
立
っ
た
増
加
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
〉
8
〈

た
。
こ
こ
に
来
て
農

転
非
の
必
要
性
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
非
農
業
戸
籍
人
口
の
増
加
に
伴
い
、
総
人
口
に
占
め
る
そ
の
比
率

（
都
市
化
率
）
も
上
昇
し
続
け
、
二
〇
一
〇
年
に
三
四
・
三
％
に
達
し

た
。
ま
た
、
都
市
部
に
暮
ら
す
農
民
工
お
よ
び
そ
の
同
居
家
族
を
含

め
た
都
市
化
率
は
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
急
上
昇
し
、
二
〇
一

三
年
に
五
三
・
七
％
と
な
っ
た
。
両
者
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
都
市
部
に
常

住
し
て
い
な
が
ら
戸
籍
を
転
入
で
き
な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
暫
住
人

口
」
で
あ
り
、
そ
の
規
模
は
一
三
年
に
二
〜
三
億
人
に
上
る
と
推
計

さ
れ
る
。

二　
「
農
転
非
」に
関
す
る
先
行
研
究
の 

到
達
点
お
よ
び
課
題

　
一
九
七
〇
年
代
ま
で
の
計
画
経
済
期
に
お
い
て
、
農
転
非
は
政
府

の
厳
格
な
管
理
下
に
置
か
れ
、
各
地
方
で
毎
年
の
農
転
非
の
人
数
枠

は
前
年
の
非
農
業
戸
籍
人
口
の
〇
・
一
五
％
を
上
限
と
す
る
と
規
定

さ
れ
た
﹇
陸 2003

﹈。
農
転
非
の
人
数
枠
は
人
民
公
社
等
の
末
端
組

織
に
割
り
当
て
ら
れ
る
が
、
現
場
で
働
く
農
業
戸
籍
の
党
政
機
関
職

員
や
教
員
、
医
者
の
中
か
ら
勤
続
年
数
や
職
位
、
業
績
を
基
準
に
候

補
者
が
選
び
出
さ
れ
る
。
非
農
業
戸
籍
へ
の
転
換
が
で
き
た
者
は

「
国
家
幹
部
」
へ
と
身
分
が
変
わ
り
、
そ
れ
で
彼
ら
の
社
会
的
地
位

が
上
が
る
だ
け
で
な
く
、
収
入
、
社
会
保
障
等
多
く
の
経
済
的
メ

リ
ッ
ト
も
享
受
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
当
時
の
農
村
で
は
農
転
非
は

大
き
な
事
柄
で
あ
り
、
そ
れ
を
獲
得
す
る
た
め
に
不
正
な
手
段
を
使

う
こ
と
も
よ
く
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
﹇
郭
・
劉 1990; 

劉 1999

﹈。

　

一
九
八
〇
年
代
以
降
、
戸
籍
制
度
改
革
も
影
響
し
、
農
転
非
の

ル
ー
ト
が
多
様
化
し
た
。
大
学
等
へ
の
進
学
、
国
有
部
門
等
へ
の
就

職
、
政
府
に
よ
る
土
地
の
徴
用
と
い
っ
た
事
由
で
農
転
非
を
果
た
し

た
農
家
人
口
が
増
え
た
。
ま
た
、
一
九
九
〇
年
代
前
半
、
都
市
建
設

費
を
徴
収
す
る
名
目
で
非
農
業
戸
籍
を
販
売
す
る
こ
と
も
全
国
各
地

の
地
方
都
市
で
大
々
的
に
行
わ
れ
、社
会
問
題
と
な
っ
た
﹇
穆 1993; 

周
・
武 1992; 
張 1992

﹈。
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こ
う
し
た
動

き
を
背
景
に
、

農
転
非
に
か
か

わ
る
政
策
や
制

度
、
農
転
非
の

実
態
お
よ
び
問

題
に
つ
い
て
一

九
八
〇
年
代
に

入
っ
て
か
ら
学

界
か
ら
高
い
関

心
が
集
ま
る
よ

う
に
な
っ
た
。

図
2
は
、
題
目

ま
た
は
キ
ー

ワ
ー
ド
の
中
に

「
農
転
非
」
が

含
ま
れ
る
定
期

刊
行
誌
の
論
文

掲
載
数
の
推
移

を
表
し
て
い

る
。
興
味
深
い

の
は
、
論
文
掲

載
数
の
変
化
が

戸
籍
制
度
改
革
の
流
れ
と
高
い
相
関
関
係
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
、
地
方
政
府
が
非
農
業
戸
籍
を
高
い
値
段
で
販
売
し
資

金
集
め
に
走
っ
た
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
農
転
非
を
扱
う
論
文
数
が

激
増
し
、
二
〇
〇
一
年
以
降
の
論
文
数
の
推
移
は
漸
進
的
戸
籍
制
度

改
革
の
プ
ロ
セ
ス
と
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
こ
の
頃
の
農
転
非
ま
た
は

戸
籍
に
関
す
る
研
究
は
、
主
と
し
て
制
度
の
変
遷
や
問
題
に
関
す
る

も
の
が
多
く
、
農
転
非
の
中
身
お
よ
び
農
転
非
の
就
業
や
収
入
、
階

層
移
動
に
対
す
る
影
響
の
定
量
分
析
は
ほ
と
ん
ど
な
い
﹇
秦
・
趙 

2004

﹈。

　
戸
籍
を
対
象
と
す
る
定
量
分
析
の
論
文
は
、
二
〇
一
〇
年
頃
か
ら

社
会
学
分
野
を
中
心
に
増
え
始
め
て
お
り
、
主
な
理
由
の
一
つ
と
し

て
個
票
デ
ー
タ
の
蓄
積
と
公
開
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
広
く
知
ら
れ
る
Ｃ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
の
調
査
項
目
の
中
に
戸
籍
の
状
態
や

農
転
非
の
有
無
、
事
由
、
年
次
を
知
る
た
め
の
設
問
が
あ
り
（
二
〇

一
〇
〜
一
五
年
調
査
）、
一
部
の
調
査
項
目
を
除
く
す
べ
て
の
個
票

デ
ー
タ
が
国
内
外
の
研
究
者
に
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
〉
9
〈

る
。

　
本
稿
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
良
質
な
個
票
デ
ー
タ
の
蓄
積
、

公
開
が
進
み
、
農
転
非
に
関
す
る
研
究
論
文
が
増
え
て
き
て
い
る
も

の
の
、
異
な
る
角
度
か
ら
農
転
非
の
内
実
な
ら
び
に
そ
の
社
会
経
済

的
効
果
を
分
析
す
る
余
地
が
大
い
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
問
題
意
識
や

分
析
方
法
で
本
稿
と
関
連
性
の
高
い
論
文
を
取
り
上
げ
て
表
４
の
よ

う
な
形
で
整
理
し
た
。
共
通
し
て
見
ら
れ
る
特
徴
点
と
し
て
、
⑴

1 3
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図２　題目またはキーワードに「農転非」が含まれる定期刊行誌の論文掲載数の推移

出所：中国知網_期刊（https://kns.cnki.net/kns/brief/default_result.aspx）（2020年５月１日検索）
より作成。
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デ
ー
タ
セ
ッ
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
、
⑵
都

市
住
民
だ
け
を
対
象
と
し
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
特
定
の
年
齢
層
に
限
っ
て
の
分
析
が
多

い
、
⑶
農
業
就
業
者
を
含
む
全
就
業
者
に
対

す
る
分
析
が
な
さ
れ
て
い
な
い
、
⑷
高
学
歴

を
持
つ
非
農
業
戸
籍
者
同
士
に
お
け
る
農
転

非
の
効
果
が
分
析
さ
れ
て
い
な
い
、
⑸
選
択

的
農
転
非
と
政
策
的
農
転
非
の
二
分
法
で
そ

れ
ぞ
れ
の
効
果
が
分
析
さ
れ
て
い
る
が
、
よ

り
具
体
的
な
農
転
非
の
事
由
別
効
果
の
分
析

が
見
当
た
ら
な
い
、
⑹
再
生
変
数
の
定
義
に

関
す
る
説
明
が
十
分
で
な
く
、
農
転
非
の
諸

相
に
関
す
る
記
述
分
析
は
全
体
と
し
て
大
雑

把
で
あ
る
。
詳
細
な
デ
ー
タ
の
整
理
、
解
析

を
行
う
こ
と
で
農
転
非
の
姿
が
よ
り
一
層
浮

か
び
上
が
る
と
期
待
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
理

由
か
ら
、
既
存
研
究
を
土
台
と
し
つ
つ
、
農

転
非
お
よ
び
そ
の
社
会
経
済
的
効
果
に
つ
い

て
利
用
可
能
な
直
近
のC

G
SS2010 ‒2015

を
結
合
し
て
所
定
課
題
の
実
証
分
析
を
行
う

本
稿
は
、
一
定
の
学
術
的
意
義
を
持
つ
と
思

わ
れ
る
。

表４　本稿と関連する代表的な農転非に関する先行研究の要約

対象論文
鄭氷島・呉暁剛「戸口、「農
転非」与中国城市居民中的収
入不平等」

謝桂華「「農転非」之後的
社会経済地位獲得研究」

郭末・魯佳瑩「性別視覚下
的「農転非」路径及其収入
回報」

掲載誌　
データ　

『社会学研究』2013年第１期
CGSS2003, 2006, 2008

『社会学研究』2014年第１期
CGSS2008, 2010, 2011

『社会』2018年第３期
CGSS2008‒2013

分析対象
都市部に居住する18‒60歳の
非農業従事者全体（農業戸籍
の出稼ぎ者＝農民工も含まれ
る）

都市部に居住する18‒59歳
の非農業戸籍有職者（地元
出身者、戸籍転入者および
流動人口の３分類）

調査時に、都市部に居住す
る18歳以上の非農業従事
者全体（農業戸籍の出稼ぎ
者＝農民工も含まれる）

分析方法 ミンサー型賃金関数（OLS）
ほか

線形重回帰分析（OLS）、
Logistic重回帰分析

ヘクマン選択モデル、ミン
サー型賃金関数（OLS）

分析目的

収入に対する農転非の効果、
および農転非の事由、性質の
異なる勤め先における農転非
の収入への効果を計量的に究
明

社会経済的地位、職業獲得
に対する戸籍類型および戸
籍転換の影響を計量的に究
明

農転非の決定要因、収入に
対する農転非の影響、特に
その男女間の違いを計量的
に究明

主な結論

１．進学や就職を事由とした
選択的農転非の収益率が都
市出身非農業戸籍のそれを
上回るのに対し、結婚や土
地徴用を事由とした政策的
農転非の収益率がそうした
効果を持たない。

２．農転非のもたらす高い収
益率が国有部門に限ってみ
られる。

３．市場化が深化するにつ
れ、農転非の増収効果が弱
まる傾向にある。

１．農転非が個人の社会経
済的地位の向上、管理
職・技術者の職業獲得に
有意で正の効果をもたら
す。
２．農転非のこうした効果
が農転非時の年齢に強く
依拠する。35歳までの
農転非の正の効果が大き
いが、35歳以降の農転
非ではそれが顕著でなく
なる。

１．男性は選択的農転非、
女性は政策的農転非、の
傾向が見られる。

２．改革開放後、女性の選
択的農転非割合が上がっ
た。また、選択的農転非
に限り、女性の農転非に
よる収入増が男性のそれ
を上回る。

３．戸籍改革の深化と共
に、非農業戸籍の増収効
果が弱まり、中でも男性
のそれがより顕著である。

出所：筆者作成。
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三　
中
国
総
合
社
会
調
査（
Ｃ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
）に
み
る 

「
農
転
非
」の
特
徴

㈠
　
Ｃ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
に
お
け
る
戸
籍
の
調
査
項
目

　
中
国
総
合
社
会
調
査
は
、
人
民
大
学
が
全
国
範
囲
で
継
続
的
に
実

施
す
る
大
標
本
調
査
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
五
年
に
か

け
て
の
調
査
で
ほ
ぼ
同
じ
内
容
構
成
の
調
査
票
が
使
わ
れ
、
戸
籍
に

か
か
わ
る
設
問
が
三
つ
あ
る
。

　
第
一
に
、「
Ａ
18 

現
在
の
戸
籍
の
登
録
状
況
は
何
で
す
か
」
と
い

う
質
問
に
対
し
、
用
意
さ
れ
た
選
択
肢
は
、
1
農
業
戸
籍
、
2
非
農

業
戸
籍
、
3
藍
印
戸
籍
、
4
居
民
戸
籍
（
以
前
は
農
業
戸
籍
）、
5

居
民
戸
籍
（
以
前
は
非
農
業
戸
籍
）、
6
軍
籍
、
7
戸
籍
な
し
、
8

そ
の
他
、
と
あ
る
。

　
第
二
に
、「
Ａ
19 

お
持
ち
の
非
農
業
戸
籍
も
し
く
は
居
民
戸
籍
は

何
年
に
獲
得
し
た
の
で
す
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、
該
当
者
（
農

業
戸
籍
か
ら
非
農
業
戸
籍
に
転
換
し
た
者
、
す
な
わ
ち
農
転
非
）
が

獲
得
し
た
年
次
を
四
桁
の
数
字
で
答
え
、
非
該
当
者
は
こ
の
設
問
を

飛
ば
す
よ
う
に
し
て
あ
る
が
、
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
に
は9997

と
い
う

数
字
が
入
力
さ
れ
て
い
る
。

　
第
三
に
、
農
転
非
と
回
答
し
た
者
は
、「
Ａ
20 

非
農
業
戸
籍
を
獲

得
し
た
事
由
は
何
で
す
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、
用
意
さ
れ
た
以

下
の
選
択
肢
の
中
か
ら
一
つ
を
選
ぶ
と
し
て
い
る
。
1
進
学
、
2
軍

隊
、
3
就
職
、
4
幹
部
昇
進
、
5
土
地
徴
用
、
6
結
婚
等
に
伴
う
随

伴
、
7
住
宅
購
入
、
8
戸
籍
制
度
改
革
で
戸
籍
の
区
別
が
な
く
な
っ

た
、
9
そ
の
他
、
で
あ
る
。

　
ほ
か
に
回
答
者
の
性
別
、
出
生
年
、
学
歴
、
勤
め
先
類
型
等
に
関

す
る
情
報
も
利
用
可
能
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
戸
籍
情
報

と
関
連
付
け
て
利
用
す
れ
ば
、
農
転
非
の
特
質
を
析
出
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

㈡
　
Ｃ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
に
お
け
る
回
答
者
の
戸
籍
分
布

　
以
上
の
調
査
項
目
を
基
に
、
回
答
者
の
戸
籍
を
以
下
の
よ
う
に
性

質
の
異
な
る
グ
ル
ー
プ
に
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
⑴
農
業

戸
籍
者
：
Ａ
18
の
1
が
該
当
す
る
。
農
村
部
の
農
家
世
帯
員
、
お
よ

び
出
稼
ぎ
の
た
め
都
市
部
に
移
動
し
暮
ら
す
農
家
世
帯
員
か
ら
構
成

さ
れ
る
。
⑵
元
来
非
農
業
戸
籍
者
：
親
の
非
農
業
戸
籍
を
受
け
継
い

だ
者
を
指
し
て
い
う
が
、
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
の
中
の
Ａ
19
が9997

と

な
っ
て
い
る
者
は
そ
れ
に
該
当
す
る
。
⑶
進
学
に
よ
る
農
転
非
：
Ａ

20
の
回
答
が
1
と
な
っ
て
い
る
者
。
大
学
や
大
学
専
科
に
進
学
す
る

こ
と
で
戸
籍
転
換
が
果
た
さ
れ
た
人
た
ち
を
指
す
。
⑷
就
職
等
に
よ

る
農
転
非
：
Ａ
20
の
回
答
が
2
、3
、4
と
な
っ
て
い
る
者
。
軍
隊

経
験
、
国
有
部
門
へ
の
就
職
、
幹
部
昇
進
で
戸
籍
転
換
が
で
き
た
人

た
ち
を
指
す
。
⑴
と
⑵
は
共
に
個
人
の
能
力
や
努
力
の
結
果
で
あ

り
、
一
定
の
ル
ー
ル
を
経
て
選
抜
さ
れ
た
者
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

意
味
で
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
「
選
択
的
農
転
非
」
と
す
る
先
行
研
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究
も
多
い
﹇
鄭
・
呉 2013;

謝 2014;

郭
・
魯 2018

﹈が
、

両
者
の
性
質
が
か
な
り
異

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

稿
で
は
両
者
を
区
別
し
て
分

析
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
⑸
家
族
随
伴
等
に
よ
る
農

転
非
：
Ａ
20
の
回
答
が
5
〜

9
と
な
っ
て
い
る
者
。
都
市

化
、
工
業
化
に
伴
い
農
地
が

国
に
徴
用
さ
れ
た
、
配
偶
者

や
高
齢
と
な
っ
た
親
を
呼
び

寄
せ
た
、
都
市
で
住
宅
を
購

入
し
た
な
ど
で
農
転
非
を
果

た
し
た
人
た
ち
を
指
す
が
、

戸
籍
制
度
改
革
が
行
わ
れ
た

こ
と
で
そ
れ
が
可
能
と
な
っ

た
た
め
、
こ
れ
ら
を
「
政
策

的
農
転
非
」
と
呼
ぶ
こ
と
が

一
般
的
で
あ
る
。

　
表
5
はC

G
SS2010 ‒2015

の
結
合
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
を
上

記
の
戸
籍
分
類
で
集
計
し
た

も
の
で
あ
り
、
計
五
万
人
余
の
回
答
者
の
農
村
・
都
市
別
、
調
査
年

別
戸
籍
類
型
分
布
が
示
さ
れ
て
い
る
。
当
然
な
が
ら
、
農
村
部
、
都

市
部
に
お
け
る
戸
籍
類
型
は
全
く
異
な
る
。
農
村
部
サ
ン
プ
ル
の
中

の
非
農
業
戸
籍
者
が
六
％
を
占
め
る
の
に
対
し
、
都
市
部
サ
ン
プ
ル

の
中
で
は
三
割
近
く
も
農
業
戸
籍
者
（
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
農
民
工
と

考
え
ら
れ
る
）
と
な
っ
て
い
る
。
他
方
、
調
査
年
別
に
み
る
戸
籍
類

型
別
構
成
は
比
較
的
似
通
っ
て
お
り
、
Ｃ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
の
安
定
性
ま
た
は

信
ぴ
ょ
う
性
が
高
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

㈢
　
農
転
非
の
実
態
と
特
徴

　
本
項
で
は
、
Ｃ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
特
有
の
戸
籍
情
報
を
解
析
し
、
従
来
の
研

究
で
重
要
視
し
て
き
た
戸
籍
の
違
い
、
つ
ま
り
、
農
業
戸
籍
か
非
農

業
戸
籍
の
構
成
や
分
布
だ
け
で
な
く
、
農
転
非
の
実
態
お
よ
び
特
徴

を
明
ら
か
に
す
る
。

　

第
一
に
、
表
5
に
よ
れ
ば
都
市
部
の
非
農
業
戸
籍
者
の
う
ち
、

様
々
な
事
由
に
よ
る
農
転
非
の
人
数
は
三
分
の
一
程
度
に
す
ぎ
な
い

（4.7

＋7.4

＋12.4

）/（100

－29.3

）。
こ
れ
は
一
九
八
〇
年
代
以
降

の
戸
籍
制
度
改
革
に
伴
っ
て
増
え
続
け
た
非
農
業
戸
籍
人
口
の
社
会

増
と
い
う
事
実
か
ら
か
け
離
れ
て
い
る
。
一
九
八
〇
年
か
ら
二
〇
一

〇
年
に
か
け
て
、
非
農
業
戸
籍
人
口
は
一
億
六
八
〇
〇
万
人
か
ら
四

億
六
〇
〇
〇
万
人
へ
と
増
大
し
た
が
、
同
期
間
に
お
け
る
総
人
口
の

年
平
均
増
加
率
一
・
〇
三
％
で
非
農
業
戸
籍
人
口
の
自
然
増
を
推
計

し
、
さ
ら
に
二
〇
一
〇
年
の
非
農
業
戸
籍
人
口
か
ら
そ
れ
を
差
し
引

表５　全回答者における農村都市・調査年・戸籍類型別構成 （人、％）

農村部 都市部 都市部／調査年にみる戸籍類型別構成比

人数 構成比 人数 構成比 2010年 2011年 2012年 2013年 2015年

農業戸籍
元来非農業戸籍
進学による農転非
就職等による農転非
家族随伴等による農転非

19,234
275
127
372
449

94
1
1
2
2

8,760
13,831
1,391
2,215
3,709

29.3
46.2
4.7
7.4

12.4

25.1
46.7
5.7
8.3

14.2

29.5
41.2
5.7
8.5

15.1

28.3
46.6
5.1
7.7

12.3

31.6
46.6
3.8
7.1

10.8

32.6
47.4
3.3
5.8

10.8

合　計 20,457 100 29,906 100 100 100 100 100 100
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い
た
値
を
非
農
業
戸
籍
人
口
の
社
会

増
、
つ
ま
り
農
転
非
の
人
数
と
す
れ

ば
、
同
年
の
非
農
業
戸
籍
人
口
の
お

よ
そ
半
分
が
農
転
非
に
よ
る
も
の
に

な
る
。
こ
の
間
の
農
転
非
が
主
と
し

て
県
城
以
下
の
地
方
都
市
で
行
わ
れ

た
事
実
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
Ｃ
Ｇ

Ｓ
Ｓ
の
都
市
部
サ
ン
プ
ル
が
主
と
し

て
大
中
都
市
で
得
ら
れ
た
と
推
測
で

き
よ
う
。
後
に
こ
の
事
実
に
留
意
し

つ
つ
収
入
関
数
の
推
計
結
果
を
読
み

解
く
必
要
が
あ
る
。

　
第
二
に
、
都
市
部
に
お
け
る
農
転

非
の
事
由
と
し
て
、
就
職
（
二
四
・

六
％
）、
大
学
等
進
学
（
一
八
・

三
％
）、家
族
随
伴
（
二
一
・八
％
）、

農
地
徴
用
（
一
三
・
九
％
）
が
全
体

の
八
割
近
く
を
占
め
る
（
図
3

－

1
）
が
、
農
転
非
が
行
わ
れ
た
時
期

別
に
そ
れ
ぞ
れ
の
人
数
お
よ
び
割
合

を
み
る
と
、
顕
著
な
変
化
傾
向
が
見

て
取
れ
る
（
図
3

－

2
）。
調
査
時

ま
で
に
亡
く
な
っ
た
者
は
当
然
捕
捉
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住宅購入 戸籍改革 その他
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2322
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7

図3‒2　都市部における農転非の年代別人数および事由別構成比

就職  24.6 

大学等進学  18.3 

軍役  4.2 幹部昇進  1.1 
家族随伴  21.8 

農地徴用  13.9 
戸籍改革  6.9 
住宅購入  6.9 

その他  2.3 

図3‒1　都市部における農転非の事由別構成比（％）
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さ
れ
な
い
と
は
い
え
、
一
九
五
〇
年

代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
ま
で
の
農
転

非
が
非
常
に
少
な
い
と
指
摘
で
き

る
。
ま
た
、
年
代
に
よ
り
農
転
非
の

事
由
別
構
成
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い

る
。
計
画
経
済
期
（
七
〇
年
代
ま

で
）に
お
い
て
は
軍
隊
経
験
（
軍

役
）、
国
有
部
門
等
へ
の
就
職
、
家

族
随
伴
を
理
由
に
挙
げ
た
者
が
比
較

的
多
か
っ
た
が
、
八
〇
年
代
以
降
、

大
学
等
進
学
、
農
地
徴
用
、
住
宅
購

入
、
戸
籍
改
革
と
い
っ
た
事
由
で
農

転
非
を
し
た
者
の
割
合
が
上
が
る
と

と
も
に
、
農
転
非
の
事
由
が
多
様
化

す
る
傾
向
を
呈
し
て
い
る
。

　
第
三
に
、
先
行
研
究
に
倣
い
、
進

学
、
軍
役
、
就
職
、
幹
部
昇
進
を
選

択
的
農
転
非
、
農
地
徴
用
、
家
族
随

伴
、
住
宅
購
入
、
戸
籍
改
革
を
政
策

的
農
転
非
と
し
て
集
計
し
て
み
る

と
、
図
4
が
示
す
よ
う
な
特
徴
的
傾

向
が
認
め
ら
れ
る
。
⑴
時
間
の
経
過

と
共
に
、
農
村
・
都
市
を
問
わ
ず
、

(人)
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選
択
的
農
転
非
の
割
合

が
低
下
し
、
政
策
的
農

転
非
の
割
合
が
上
昇
す

る
が
、
両
者
が
逆
転
し

た
の
は
二
〇
〇
〇
年
代

に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る

（
図
4

－

1
）。
⑵
男
性

と
女
性
の
間
で
農
転
非

の
事
由
が
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
こ
と
も
指

摘
で
き
る
。
図
4

－

２

が
示
す
よ
う
に
、
男
女

を
問
わ
ず
選
択
的
農
転

非
は
一
〇
代
後
半
か
ら

二
〇
代
に
集
中
す
る

が
、
政
策
的
農
転
非
は

女
性
で
は
二
〇
代
を
中

心
と
す
る
幅
広
い
年
齢

層
で
発
生
す
る
の
と
対

照
的
に
、
男
性
で
は
す

べ
て
の
年
齢
層
で
分
散

的
に
発
生
し
て
い
る
。

女
性
は
結
婚
等
に
伴
う

家
族
随
伴
が
多
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
第
四
に
、
戸
籍
類
型
と
学
歴
の
間
に
も
強
い
相
関
関
係
が
見
ら
れ

る
。
表
6
は
都
市
部
サ
ン
プ
ル
の
集
計
結
果
を
表
し
て
い
る
が
、
全

体
構
成
比
に
比
較
し
て
、
農
業
戸
籍
者
（
農
民
工
）
お
よ
び
家
族
随

伴
等
に
よ
る
農
転
非
に
お
い
て
中
学
校
以
下
が
顕
著
に
高
い
割
合
を

占
め
る
の
と
対
照
的
に
、
元
来
非
農
業
戸
籍
に
は
高
校
以
上
の
割
合

が
高
く
、
特
に
進
学
に
よ
る
農
転
非
に
は
大
専
お
よ
び
大
学
以
上
の

割
合
が
二
〜
四
倍
も
高
い
。

　
第
五
に
、
図
5
は
農
転
非
の
事
由
別
、
農
転
非
が
行
わ
れ
た
時
の

年
齢
別
に
農
転
非
の
人
数
分
布
を
表
す
も
の
で
あ
り
、
前
出
の
図
4

－

２
を
よ
り
詳
し
く
み
た
も
の
で
あ
る
。
同
図
か
ら
、
進
学
、
就
職

が
二
〇
歳
前
後
の
狭
い
年
齢
層
に
集
中
し
、
農
地
徴
用
、
家
族
随
伴

が
す
べ
て
の
年
齢
層
で
比
較
的
均
等
に
発
生
し
て
い
る
事
実
が
改
め

て
指
摘
で
き
る
。
戸
籍
転
換
の
事
由
と
年
齢
の
間
に
は
顕
著
な
相
関

関
係
が
あ
る
と
い
え
る
。

　
第
六
に
、
都
市
部
で
働
く
者
の
勤
め
先
と
戸
籍
類
型
が
強
く
相
関

す
る
。
非
農
業
就
業
者
は
全
体
と
し
て
、
党
政
機
関
が
四
・
九
％
、

企
業
が
四
五
・
四
％
、
事
業
体
が
一
四
・
〇
％
、
社
会
団
体
が
一
・

八
％
、
自
己
雇
用
が
三
四
・
〇
％
、
と
い
う
構
成
で
あ
る
が
、
戸
籍

類
型
に
よ
っ
て
は
そ
の
勤
め
先
別
構
成
が
顕
著
に
異
な
る
（
表

7
）。
具
体
的
に
は
、
農
業
戸
籍
（
農
民
工
）
が
自
己
雇
用
、
元
来

非
農
業
戸
籍
が
党
政
機
関
、
企
業
、
事
業
体
お
よ
び
社
会
団
体
で
そ

れ
ぞ
れ
全
体
平
均
よ
り
顕
著
に
高
い
シ
ェ
ア
を
占
め
、
両
者
は
対
照

表６　都市部全回答者における戸籍類型の学歴別構成 （％）

小学校以下 中学校 高校 大専 大学以上 合計

農業戸籍
元来非農業戸籍
進学による農転非
就職等による農転非
家族随伴等による農転非

38.0
11.8
 0.7
19.6
32.3

36.5
23.8
 2.7
27.4
33.2

17.6
31.3
19.5
27.4
21.4

 4.9
15.8
28.9
14.0
 7.6

 3.0
17.3
48.2
11.6
 5.5

100
100
100
100
100

全体構成比 22.1 28.0 25.2 12.1 12.7 100

観測数（人） 6,599 8,353 7,537 3,607 3,784 29,880

注：四捨五入のため、合計が100となっていない箇所もある。
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              表７　 都市部における非農業就業者（A58＝1）の 
戸籍類型別の勤め先類型別構成（CGSS2010‒2015）

勤め先類型 農業戸籍 
（農民工）

元来　
非農業
戸籍　

進学等
による
農転非

就職等
による
農転非

家族随伴
等による
農転非　

合計
（人）

勤め先
類型別
構成　

該当者
全員（％）

党政機関
企業
事業体
社会団体
自己雇用

0.8
36.3
4.8
1.1

57.0

5.9
52.9
16.4
2.5

22.4

11.3
40.7
36.5

0.7
10.8

13.3
41.0
23.8

1.1
20.7

3.5
44.4
9.7
1.7

40.7

716
6,607
2,040

256
4,949

4.9
45.4
14.0
1.8

34.0

合計（人）
戸籍類型別構成

4,342
29.8

6,591
45.2

968
6.6

961
6.6

1,706
11.7

14,568
100

100

その内：
大専卒以
上の者
（％）

党政機関
企業
事業体
社会団体
自己雇用

2.7
60.2
17.5
2.3

17.3

9.0
54.7
23.7
2.6

10.0

12.4
40.4
38.6

0.7
7.9

21.6
36.1
35.8

1.3
5.3

8.6
56.3
23.0
2.0

10.1

497
2,610
1,333

108
505

9.8
51.7
26.4
2.1

10.0

合計（人）
戸籍類型別構成

480
9.5

3,036
60.1

809
16.0

380
7.5

348
6.9

5,053
100

100
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的
な
態
様
を
見
せ
て
い
る
。
進
学
、
就
職
等
に
よ
る
農
転
非
は
党
政

機
関
、
事
業
体
で
就
業
す
る
割
合
が
高
く
、
他
の
部
門
で
の
割
合
が

低
い
。
家
族
随
伴
等
に
よ
る
農
転
非
と
全
体
平
均
の
間
に
顕
著
な
違

い
は
検
出
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
大
専
卒
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
者
に

限
定
し
て
み
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
よ
り
一
層
強
く
な
っ
て
い

る
。
た
だ
し
、
農
業
戸
籍
を
変
え
ず
に
い
る
高
学
歴
者
は
自
己
雇

用
、
企
業
勤
め
と
い
う
傾
向
が
強
い
。

　
要
す
る
に
、
個
人
の
潜
在
的
能
力
に
裏
打
ち
さ
れ
た
選
択
的
農
転

非
（
進
学
、就
職
）
は
、都
市
部
に
入
っ
た
後
も
就
業
条
件
の
比
較
的

よ
い
と
さ
れ
る
党
政
機
関
や
事
業
体
に
就
職
す
る
可
能
性
が
高
く
、

政
策
的
農
転
非
は
都
市
就
業
者
全
体
の
平
均
的
構
造
に
近
い
が
、
元

来
非
農
業
戸
籍
が
安
定
的
な
企
業
や
事
業
体
、
農
民
工
が
不
安
定
な

自
己
雇
用
に
そ
れ
ぞ
れ
多
く
勤
め
る
傾
向
が
あ
る
と
い
え
る
。

四　
「
農
転
非
」の
社
会
経
済
的
効
果

　
二
〇
〇
〇
年
代
ま
で
の
中
国
で
は
、
農
転
非
は
農
業
戸
籍
を
先
天

的
に
与
え
ら
れ
る
農
家
の
人
に
と
っ
て
人
生
を
変
え
ら
れ
る
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る
重
要
な
事
柄
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
農
転
非
を
果

た
し
た
本
人
が
就
職
、
昇
進
、
社
会
福
祉
等
で
農
業
戸
籍
者
と
全
く

異
な
る
処
遇
を
享
受
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
非
農
業
戸
籍
に
紐
づ
け

ら
れ
る
権
利
が
子
孫
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
か
ら
で
あ
る
。

C
G

SS2010 ‒2015

の
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
で
は
回
答
者
の
職
業
や
従
事

す
る
業
種
に
関
す
る
情
報
が
公
開
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
本
稿
で
は

農
転
非
お
よ
び
農
転
非
類
型
の
収
入
に
及
ぼ
す
影
響
の
分
析
に
限
定

せ
ざ
る
を
得
な
い
。

㈠
　
変
数
と
分
析
方
法

　
Ｃ
Ｇ
Ｓ
Ｓ
で
は
、
調
査
実
施
時
の
前
年
の
年
間
収
入
に
つ
い
て
被

調
査
者
か
ら
記
入
し
て
も
ら
い
、
そ
の
収
入
は
ま
た
職
業
収
入
お
よ

び
資
産
収
入
を
含
む
総
収
入
の
両
方
に
分
け
て
い
る
が
、
本
稿
で
は

職
業
収
入
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
各
年
の
収
入
は
二
〇
〇

九
年
物
価
を
ベ
ー
ス
と
す
る
消
費
者
物
価
指
数
で
実
質
化
さ
れ
〉
10
〈
る
。

　
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
収
入
を
規
定
す
る
要
因
と
し
て
個
人
属

性
（
性
別
、
民
族
、
年
齢
）
や
教
育
、
婚
姻
、
就
業
形
態
、
勤
め
先

類
型
の
ほ
か
、
戸
籍
類
型
も
考
え
ら
れ
る
。
個
々
の
要
素
が
果
た
し

て
収
入
に
有
意
に
影
響
を
与
え
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
手
法
と
し

て
、
重
回
帰
分
析
が
有
効
で
あ
る
。
ま
た
、
収
入
と
諸
要
素
の
関
係

を
検
証
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
以
下
の
ミ
ン
サ
ー
型
賃
金
関
数
が
よ

く
用
い
ら
れ
〉
11
〈

る
。

ln (w )

＝a

＋b1 E

＋b2 Age

＋b3 Age 2

＋b4 R

＋∑
i ci D

um
m

yH
i

＋u
　

た
だ
し
、w

、E

、Age

、R

は
そ
れ
ぞ
れ
年
収
、
教
育
年
数
ま
た

は
教
育
水
準
、
年
齢
（
就
業
経
験
の
代
理
変
数
）、
戸
籍
、a

は
定

数
、b

とc
は
偏
回
帰
係
数
、u

は
誤
差
を
表
し
、H

i

は
性
別
、
民

族
、
党
員
、
居
住
地
域
、
調
査
年
等
を
表
す
ダ
ミ
ー
変
数
で
あ
る
。
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表
8
に
は
収
入
関
数
に
投
入
さ
れ
る
説
明
変
数
の
基
本
統
計
量
が

示
さ
れ
て
い
る
。
男
性
、
漢
族
、
党
員
、
既
婚
は
そ
れ
ぞ
れ
女
性
、

少
数
民
族
、
非
共
産
党
員
、
未
婚
を
比
較
対
象
と
す
る
ダ
ミ
ー
変
数

で
あ
り
、
数
字
は
全
体
に
占
め
る
割
合
を
表
す
。
戸
籍
類
型
別
構
成

比
は
農
村
部
、
都
市
部
に
お
け
る
全
就
業
者
、
非
農
業
就
業
者
で
見

た
も
の
で
あ
る
。
年
齢
、
教
育
年
〉
12
〈数

、
週
当
た
り
就
業
時
間
は
各
カ

テ
ゴ
リ
ー
で
集
計
さ
れ
た
平
均
値
で
あ
る
。
同
表
の
統
計
量
か
ら
説

明
変
数
の
特
徴
が
分
か
る
。
例
え
ば
、
回
答
者
の
中
に
男
性
が
比
較

的
多
い
、
農
村
部
に
比
べ
て
都
市
部
サ
ン
プ
ル
の
党
員
割
合
が
高

い
、
都
市
部
サ
ン
プ
ル
の
教
育
水
準
が
比
較
的
高
い
、
等
。

　
表
８
に
は
な
い
が
、
農
村
部
、
お
よ
び
都
市
部
の
非
農
業
就
業
者

に
お
け
る
就
業
形
態
別
、
勤
め
先
類
型
別
構
成
比
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。
経
営
者
、
自
営
業
者
お
よ
び
被
雇
用
者
は
、
農
村
部
が
そ
れ

ぞ
れ
二
・八
％
、
二
六
・三
％
、
七
〇
・三
％
、
都
市
部
が
三
・四
％
、

二
一
・
三
％
、
七
五
・
〇
％
で
あ
り
、
ま
た
、
党
政
機
関
、
各
種
企

業
、
事
業
体
・
社
会
団
体
お
よ
び
自
己
雇
用
は
、
農
村
部
が
一
・

六
％
、
三
一
・
六
％
、
八
・
六
％
、
五
六
・
六
％
、
都
市
部
が
四
・

八
％
、
四
四
・五
％
、
一
六
・七
％
、
三
三
・
〇
％
で
あ
〉
13
〈

る
。

　
以
下
、
農
村
部
、
都
市
部
の
全
就
業
者
お
よ
び
非
農
業
就
業
者
、

勤
め
先
形
態
別
、
さ
ら
に
大
専
以
上
の
学
歴
を
持
つ
者
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
収
入
関
数
を
推
計
し
、
そ
の
結
果
か
ら
農
転
非
の
社
会

経
済
的
効
果
を
検
証
す
る
。

表８　説明変数の統計量（割合、平均値）

全就業者
（A53＝1）

非農業就業者
（A58＝1）

農村部 都市部 農村部 都市部

割合（％）

男性
党員
漢族
既婚

56.3
5.5

87.6
94.9

57.0
14.9
93.8
86.7

66.6
8.2

92.0
90.1

56.8
15.8
93.9
86.0

農業戸籍
元来非農業戸籍
大学等進学農転非
就職・幹部昇進等農転非
政策的農転非

95.3
1.1
0.6
1.3
1.8

33.6
42.4
6.1
6.2

11.7

88.7
3.0
1.8
3.0
3.5

29.4
45.0
7.0
6.8

11.8

平均値
年齢（歳）
教育年数（年）
週当たり就業時間（時間）

48.4
6.6

48.7

40.7
11.3
49.7

41.5
8.8

55.6

40.0
11.7
50.3
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㈡
　
全
就
業
者
お
よ
び
非
農
業
就
業
者
か
ら
み
る 

農
転
非
の
増
収
効
果

　
表
9
は
全
就
業
者
、
非
農
業
就
業
者
の
収
入
関
数
を
複
数
の
モ
デ

ル
で
推
計
し
て
み
た
結
果
で
あ
る
。
各
モ
デ
ル
に
含
ま
れ
る
サ
ン
プ

ル
数
が
異
な
る
も
の
の
、
調
整
済
み
決
定
係
数
の
値
か
ら
モ
デ
ル
の

有
効
性
は
比
較
的
高
い
と
い
え
る
。
こ
こ
で
は
、
個
人
属
性
や
教

育
、
就
業
時
間
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
う
え
で
戸
籍
類
型
が
人
々
の

収
入
に
有
意
に
影
響
し
て
い
る
か
、
言
い
換
え
れ
ば
、
性
別
、
年

齢
、
教
育
等
が
同
じ
者
同
士
の
間
で
戸
籍
類
型
だ
け
が
異
な
る
こ
と

で
収
入
が
果
た
し
て
変
わ
る
の
か
に
つ
い
て
、
モ
デ
ル
の
偏
回
帰
係

数
な
ら
び
に
有
意
水
準
か
ら
判
断
す
る
。

　

ま
ず
、
収
入
関
数
の
基
本
形
を
表
す
モ
デ
ル
1
、2
か
ら
、
農
村

部
と
都
市
部
の
デ
ー
タ
を
プ
ー
ル
し
て
農
業
戸
籍
に
対
し
て
非
農
業

戸
籍
が
収
入
に
影
響
す
る
か
を
み
る
。
全
就
業
者
に
関
し
て
は
都

市
・
農
村
間
の
格
差
が
非
常
に
大
き
い
（
四
二
・
四
％
）
だ
け
で
な

く
、
非
農
業
戸
籍
も
高
い
プ
レ
ミ
ア
ム
（
一
六
・
七
％
）
が
付
い
て

い
る
と
指
摘
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
非
農
業
就
業
者
に
限
定
し
て
み

る
と
、
都
市
・
農
村
間
の
格
差
が
大
き
く
縮
ま
り
（
四
二
・
四
％
↓

一
八
・八
％
）、
非
農
業
・
農
業
戸
籍
の
間
に
有
意
な
差
が
存
在
し
な

い
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
非
農
業
部
門
従
事
者
の
職
業
収
入
は
、
居

住
地
が
都
市
か
農
村
に
よ
っ
て
変
わ
る
も
の
の
、
非
農
業
戸
籍
と
農

業
戸
籍
の
相
違
に
は
有
意
な
影
響
を
受
け
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　
次
に
、
農
村
部
お
よ
び
都
市
部
に
お
け
る
全
就
業
者
、
非
農
業
就

業
者
の
収
入
関
数
を
み
る
。
モ
デ
ル
3
に
よ
れ
ば
、
元
来
非
農
業
戸

籍
を
持
つ
者
に
比
べ
、
農
業
戸
籍
者
の
収
入
が
三
三
・
三
％
低
く

な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
就
職
や
幹
部
昇
進
に
よ
る
農
転
非
の
収
入

が
一
八
・
四
％
高
い
が
、
進
学
に
よ
る
農
転
非
も
家
族
随
伴
等
に
よ

る
農
転
非
も
そ
の
収
入
が
有
意
に
異
な
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
農

村
部
の
農
業
戸
籍
者
は
主
と
し
て
農
業
等
生
産
性
の
低
い
業
種
に
従

事
し
て
い
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
行
政
機
関
等
に
就

職
し
た
り
幹
部
に
昇
進
し
た
こ
と
で
戸
籍
転
換
を
果
た
し
た
者
は
、

家
族
随
伴
等
に
よ
る
農
転
非
、
さ
ら
に
進
学
に
よ
る
農
転
非
よ
り
も

高
い
収
入
を
手
に
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
と
て
も
興
味
深
い
発
見
で

あ
る
。
地
元
で
実
績
を
積
み
上
げ
て
農
転
非
を
実
現
し
た
地
方
幹
部

ら
は
、
農
業
戸
籍
者
、
元
来
非
農
業
戸
籍
者
お
よ
び
他
の
ル
ー
ト
で

農
転
非
を
し
た
者
よ
り
高
い
収
入
を
稼
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
農
村
部
の
非
農
業
就
業
者
を
対
象
と
す
る
収
入
関
数

の
推
計
結
果
（
モ
デ
ル
4
）
で
は
、
戸
籍
類
型
の
相
違
に
よ
っ
て
収

入
が
有
意
に
異
な
る
事
実
が
認
め
ら
れ
な
い
。
非
農
業
従
事
者
の
戸

籍
類
型
自
体
が
収
入
の
多
寡
に
有
意
に
影
響
し
な
い
と
い
う
こ
と
も

で
き
る
が
、
身
分
的
性
質
を
内
包
す
る
戸
籍
が
変
質
し
、
農
村
部
の

市
場
経
済
が
深
化
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

　
第
三
に
、
都
市
部
の
収
入
関
数
の
推
計
結
果
を
考
察
す
る
。
表
9

に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
全
就
業
者
お
よ
び
そ
の
内
の
非
農
業
就
業
者
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の
サ
ン
プ
ル
数
は
比
較
的
近
い

が
、
各
変
数
の
偏
回
帰
係
数
の

値
な
ら
び
に
有
意
水
準
は
か
な

り
異
な
っ
て
い
る
（
モ
デ
ル

5
）。
こ
の
場
合
の
農
業
戸
籍

者
は
主
と
し
て
農
民
工
で
あ
る

が
、
都
市
近
郊
の
農
家
世
帯
も

含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
た
め
、
そ
の
収
入
は
元
来
非

農
業
戸
籍
者
に
比
べ
て
七
・

九
％
有
意
に
低
い
も
の
の
、
農

村
部
に
お
け
る
農
業
戸
籍
者
の

相
対
的
低
収
入
に
は
大
き
く
及

ば
な
い
。
ま
た
、
各
種
の
農
転

非
を
し
た
者
と
元
来
非
農
業
戸

籍
者
と
の
間
に
有
意
な
収
入
格

差
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
他
方
、
都
市
部
の
非
農
業
就

業
者
に
限
っ
て
み
る
と
、
農
業

戸
籍
者
、
就
職
等
に
よ
る
農
転

非
お
よ
び
家
族
随
伴
等
に
よ
る

農
転
非
が
、
元
来
非
農
業
戸
籍

と
比
べ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
入

表９　全就業者（A53＝1）、非農業就業者（A58＝1）の職業収入関数（OLSモデル）

全就業者 非農業
就業者

農村部 都市部 非農業就業者

全就業者 非農業
就業者 全就業者 非農業

就業者 農村部 都市部

モデル１モデル２モデル３モデル４モデル５モデル６モデル７モデル８

（定数）
男性（Ref：女性）
漢族（Ref：少数民族）
党員（Ref：非共産党員）
既婚（Ref：未婚）
年齢
年齢２乗 /100

6.546
0.410
0.096
0.117
0.208
0.039
‒0.066

***
***
***
***
***
***
***

7.235
0.361
0.091
0.084
0.146
0.053
‒0.074

***
***
***
***
***
***
***

7.272
0.515
0.064
0.070
0.243
0.018
‒0.050

***
***
**
*
**
***
***

7.276
0.473
0.116
0.029
0.137
0.055
‒0.085

***
***
**

**
***
***

6.897
0.344
0.147
0.089
0.164
0.053
‒0.075

***
***
***
***
***
***
***

7.495
0.331
0.092
0.078
0.146
0.049
‒0.067

***
***
***
***
***
***
***

7.144
0.479
0.108
0.051
0.080
0.058
‒0.087

***
***
**

***
***

7.477
0.318
0.092
0.108
0.127
0.047
‒0.065

***
***
***
***
***
***
***

非農業戸籍（Ref.農業戸籍）
農業戸籍（Ref:元来非農業）
進学による農転非（同）
就職等による農転非（同）
家族随伴等による農転非（同）

0.167*** 0.015
–0.333

0.137
0.184
‒0.134

***
*
‒0.118
0.092
0.164
‒0.145

–0.079
0.042
0.033
‒0.035

*** 0.011
0.059
0.017
‒0.018

**
‒0.115
0.100
0.212
‒0.153

**

0.002
0.078
0.014

–0.036

***

*

経営者（Ref:被雇用者）
自営業者（同）

0.913
0.235

***
***

0.790
0.302

***
***

党政機関（Ref:自己雇用）
各種企業（同）
事業体・社会団体（同）

0.154
0.156
‒0.040

***
0.115
0.208
0.118

***
***
***

教育年数
ln（週当たり就業時間）

0.074
0.146

***
***

0.080
‒0.002

*** 0.048
0.210

***
***

0.041
0.080

***
***

0.091
0.083

***
***

0.086
‒0.017

*** 0.040
0.073

***
***

0.084
‒0.041

***
***

都市部（Ref.農村部） 0.424*** 0.188***

地域ダミー、調査年ダミー あり

調整済み決定係数 0.520 0.336 0.371 0.253 0.381 0.324 0.291 0.355
観測数 25,780 16,730 11,404 3,394 14,076 13,068 3,394 13,068 

注：１）***、**、*はそれぞれ１％、５％、10％以下で有意であることを表す。
　　２ ）モデルには東部・中部・西部地域、調査年のダミー変数が含まれるが、表示が省略されている。
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へ
の
影
響
に
有
意
な
差
が
見
ら
れ
ず
、
進
学
に
よ
る
農
転
非
の
収
入

増
へ
の
影
響
が
有
意
か
つ
正
で
あ
る
（
五
・
九
％
）
と
分
か
る
。
受

験
競
争
を
勝
ち
抜
い
て
農
転
非
を
果
た
し
た
彼
ら
は
、
学
歴
に
現
れ

る
潜
在
的
能
力
を
有
し
、
や
や
高
目
の
収
入
は
進
学
に
よ
る
農
転
非

の
プ
レ
ミ
ア
ム
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
（
モ
デ
ル
6
）。

　
戸
籍
類
型
の
収
入
へ
の
影
響
を
よ
り
正
確
に
検
証
す
る
た
め
、
非

農
業
就
業
者
を
対
象
と
す
る
収
入
関
数
の
中
に
就
業
形
態
、
勤
め
先

類
型
を
表
す
変
数
を
投
入
し
て
再
計
測
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
興
味
深

い
結
果
が
得
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
農
村
部
で
は
就
職
等
に
よ
る
農

転
非
を
し
た
者
の
収
入
は
元
来
非
農
業
戸
籍
者
に
比
べ
て
よ
り
一
層

高
く
な
っ
て
い
る
一
方
、
農
業
戸
籍
の
せ
い
で
収
入
が
相
対
的
に
低

く
な
っ
た
と
い
う
効
果
が
消
え
て
い
る
（
モ
デ
ル
7
）。
農
業
戸
籍

と
元
来
非
農
業
戸
籍
の
収
入
へ
の
影
響
が
有
意
に
異
な
る
と
認
め
ら

れ
な
い
の
だ
か
ら
、
都
市
労
働
市
場
に
お
け
る
農
民
工
へ
の
制
度
的

差
別
が
二
〇
一
〇
年
代
初
め
に
消
え
て
い
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
被
雇
用
者
に
比
べ
て
企
業
経
営
者
、
自
営
業
者
が
そ
れ

ぞ
れ
九
一
・三
％
、
二
三
・五
％
も
の
高
い
職
業
収
入
を
得
て
お
り
、

自
己
雇
用
に
比
べ
企
業
に
勤
め
る
者
の
収
入
も
顕
著
に
高
い
（
一

五
・六
％
）。
こ
れ
は
、
就
職
や
幹
部
昇
進
で
農
転
非
を
し
た
者
を
除

い
て
、
職
業
収
入
の
多
寡
は
戸
籍
類
型
で
は
な
く
、
就
業
形
態
お
よ

び
勤
め
先
類
型
に
強
く
規
定
さ
れ
る
と
推
測
で
き
る
。

　
都
市
部
の
非
農
業
就
業
者
に
つ
い
て
み
る
と
、
就
業
形
態
お
よ
び

勤
め
先
類
型
は
と
も
に
収
入
に
有
意
に
影
響
し
て
い
る
と
同
時
に
、

進
学
に
よ
る
農
転
非
の
増
収
効
果
が
よ
り
一
層
強
く
表
れ
（
五
・

九
％
↓
七
・八
％
）、
そ
し
て
、
家
族
随
伴
等
い
わ
ゆ
る
政
策
的
農
転

非
の
収
入
に
及
ぼ
す
負
の
影
響
が
有
意
に
な
っ
た
（
マ
イ
ナ
ス
三
・

六
％
）
こ
と
が
分
か
る
（
モ
デ
ル
8
）。
元
来
非
農
業
戸
籍
と
農
業

戸
籍
（
農
民
工
）、
就
職
等
に
よ
る
農
転
非
の
相
違
が
職
業
収
入
の

多
寡
に
有
意
に
影
響
を
も
た
ら
さ
ず
、
元
来
非
農
業
戸
籍
に
比
べ
、

進
学
に
よ
る
農
転
非
の
職
業
収
入
が
有
意
に
高
く
、
政
策
的
農
転
非

の
そ
れ
が
有
意
に
低
い
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

㈢
　
農
村
・
都
市
別
、
勤
め
先
類
型
別
に
み
る 

農
転
非
の
増
収
効
果

　

社
会
は
性
質
の
異
な
る
部
門
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
市
場
経
済
の

下
、
企
業
は
利
潤
を
追
求
し
、
し
か
も
可
能
な
限
り
利
潤
の
最
大
化

を
目
指
し
て
資
源
を
配
分
す
る
の
と
対
照
的
に
、
政
府
は
国
民
に
公

共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
社
会
福
祉
の
最
大
化
を
基
本
的
行
動
原
理
と

し
、
ま
た
、
公
共
性
の
高
い
大
学
や
研
究
機
関
と
い
っ
た
事
業
体
、

社
会
団
体
も
自
ら
の
利
益
ば
か
り
を
追
求
す
る
と
い
う
よ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
社
会
的
責
任
を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
。

　
性
質
の
異
な
る
部
門
で
身
分
的
性
格
を
色
濃
く
有
す
る
戸
籍
の
獲

得
方
法
、
あ
る
い
は
農
転
非
類
型
の
収
入
に
及
ぼ
す
影
響
も
異
な
る

可
能
性
が
あ
る
。
労
働
市
場
が
き
ち
ん
と
機
能
す
る
部
門
で
は
、
本

来
能
力
と
関
係
し
な
い
戸
籍
、
さ
ら
に
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
で
非
農

業
戸
籍
を
獲
得
し
た
か
は
収
入
に
影
響
を
与
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。
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換
言
す
れ
ば
、
利
潤
追
求
の
志
向
が
強
い
部
門
ほ
ど
、
戸
籍
、
農
転

非
類
型
が
収
入
に
影
響
し
な
い
可
能
性
が
高
い
の
に
対
し
、
党
政
機

関
や
事
業
体
と
い
っ
た
公
共
性
の
強
い
部
門
で
は
、
戸
籍
身
分
が
重

要
視
さ
れ
、
農
転
非
類
型
が
収
入
に
有
意
に
影
響
す
る
可
能
性
が
高

い
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
大
学
入
試
等
で
厳
し
い
選
抜
を
経
て
農

転
非
を
果
た
し
た
者
と
、
土
地
徴
用
や
住
宅
購
入
で
農
転
非
を
し
た

者
と
の
間
に
数
字
で
は
表
せ
な
い
何
か
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
農
転
非

類
型
が
収
入
に
顕
著
な
差
異
を
も
た
ら
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
考
え
に
基
づ
き
、
性
質
の
異
な
る
勤
め
先
ご
と
の
賃
金

関
数
を
推
計
し
た
。
表
10
の
よ
う
に
、
調
整
済
み
決
定
係
数
が
比
較

的
高
く
、
各
モ
デ
ル
は
一
定
の
説
明
力
を
持
つ
と
い
え
る
。
以
下
、

戸
籍
に
関
す
る
変
数
の
偏
回
帰
係
数
か
ら
戸
籍
が
収
入
に
与
え
る
効

果
の
有
無
、
度
合
い
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
考
え

る
。
た
だ
し
、
サ
ン
プ
ル
数
を
考
慮
し
て
農
村
部
は
企
業
だ
け
、
都

市
部
は
党
政
機
関
、
企
業
、
事
業
体
、
社
会
団
体
お
よ
び
自
己
雇
用

を
対
象
と
す
る
。

　
第
一
に
、
農
村
部
の
企
業
勤
務
者
を
対
象
と
す
る
収
入
関
数
の
結

果
（
モ
デ
ル
9
）
に
よ
れ
ば
、
農
転
非
の
類
型
如
何
に
よ
っ
て
職
業

収
入
が
顕
著
に
異
な
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
営
利
的

組
織
の
企
業
に
と
っ
て
戸
籍
の
持
つ
身
分
的
性
格
が
労
働
市
場
で
ほ

と
ん
ど
評
価
さ
れ
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
党
政
機
関
で
働
く
者
を
対
象
と
す
る
収
入
関
数
の
推
計

結
果
（
モ
デ
ル
10
）
で
は
、
非
農
業
戸
籍
の
類
型
如
何
に
よ
り
職
業

収
入
が
有
意
に
異
な
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
農
民
工
が
主
体
で

あ
る
農
業
戸
籍
の
収
入
に
対
す
る
顕
著
な
負
の
影
響
が
見
出
さ
れ
る

（
元
来
非
農
業
戸
籍
に
比
べ
一
九
・
七
％
低
い
）。
個
人
属
性
や
教
育

が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
中
で
の
結
果
の
た
め
、
こ
れ
は
、
党
政
機

関
の
中
で
農
民
へ
の
制
度
差
別
が
解
消
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味

す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
非
農
業
戸
籍
に
比
べ
て
農
業

戸
籍
と
い
う
身
分
に
欠
け
て
い
る
何
か
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
も

あ
る
。

　
第
三
に
、
企
業
勤
務
者
の
収
入
関
数
（
モ
デ
ル
11
）
で
は
、
元
来

非
農
業
戸
籍
に
比
べ
、
進
学
、
就
職
お
よ
び
家
族
随
伴
等
に
よ
る
農

転
非
の
い
ず
れ
も
収
入
へ
の
顕
著
な
影
響
が
認
め
ら
れ
ず
、
農
業
戸

籍
の
収
入
に
与
え
る
影
響
だ
け
が
有
意
か
つ
正
で
あ
る
（
七
・

六
％
）。
選
択
的
農
転
非
に
せ
よ
、
政
策
的
農
転
非
に
せ
よ
、
元
来

非
農
業
戸
籍
に
比
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
入
に
与
え
る
効
果
が
有
意
に

異
な
る
と
認
め
ら
れ
な
い
事
実
は
、
市
場
競
争
的
な
企
業
社
会
で
は

む
し
ろ
当
然
の
結
果
と
も
い
え
る
。
ま
た
、
農
業
戸
籍
の
増
収
効
果

が
顕
著
で
あ
る
こ
と
は
、
農
民
工
が
賃
金
の
比
較
的
高
い
業
種
（
建

設
現
場
等
就
業
環
境
の
厳
し
い
職
場
）
に
従
事
す
る
た
め
だ
け
で
な

く
、
都
市
労
働
市
場
に
お
け
る
農
民
差
別
が
改
善
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
意
味
す
る
。

　
第
四
に
、
事
業
体
勤
務
者
を
対
象
と
し
た
収
入
関
数
に
お
け
る
戸

籍
類
型
の
偏
回
帰
係
数
は
い
ず
れ
も
有
意
性
を
見
せ
ず
、
戸
籍
類
型

の
違
い
が
収
入
の
多
寡
に
有
意
な
影
響
を
も
た
ら
さ
な
い
こ
と
が
示
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唆
さ
れ
る
（
モ
デ
ル
12
）。
こ
れ
は
、
農
村
部

企
業
の
収
入
関
数
と
似
通
っ
た
推
計
結
果
だ

が
、
事
業
体
と
は
、
政
府
が
国
有
資
産
で
設
立

す
る
教
育
、
研
究
、
文
化
、
衛
生
等
の
総
称
で

あ
り
、
戸
籍
身
分
と
い
う
よ
り
も
、
専
門
性
が

重
ん
じ
ら
れ
る
部
門
で
あ
る
。
企
業
部
門
と
は

別
の
意
味
で
戸
籍
類
型
の
収
入
へ
の
影
響
が
出

て
こ
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

　
第
五
に
、
社
会
団
体
勤
務
者
の
収
入
関
数
で

は
、
進
学
に
よ
る
農
転
非
だ
け
が
有
意
で
負
の

値
を
見
せ
て
い
る
が
、
予
想
と
正
反
対
の
結
果

で
あ
る
（
モ
デ
ル
13
）。
中
国
の
社
会
団
体
に

は
、
全
国
総
工
会
、
共
青
団
、
全
国
婦
連
の
よ

う
な
政
治
組
織
も
あ
れ
ば
、
様
々
な
協
会
も
あ

り
、
ま
た
、
営
利
目
的
の
経
済
合
作
社
の
よ
う

な
も
の
も
あ
れ
ば
、
非
営
利
目
的
の
環
境
保
護

組
織
の
よ
う
な
も
の
も
多
い
。
加
え
て
、
Ｃ
Ｇ

Ｓ
Ｓ
の
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
に
は
該
当
す
る
サ
ン
プ

ル
が
二
二
三
と
少
な
い
こ
と
か
ら
、
モ
デ
ル
13

の
推
計
結
果
は
暫
定
的
な
も
の
と
せ
ざ
る
を
得

な
い
。

　
第
六
に
、
自
己
雇
用
者
の
収
入
関
数
（
モ
デ

ル
14
）
で
は
、
元
来
非
農
業
戸
籍
に
比
べ
進
学

表10　非農業就業者（A58＝1）の職業収入関数（OLSモデル）

農村部 都市部

企業 党政機関 企業 事業体 社会団体 自己雇用

モデル９ モデル10 モデル11 モデル12 モデル13 モデル14

（定数）
男性（Ref：女性）
漢族（Ref：少数民族）
党員（Ref：非共産党員）
既婚（Ref：未婚）
年齢
年齢２乗 /100

8.018
0.514
‒0.016
0.252
0.164
0.046
‒0.070

***
***

***
**
***
***

7.430
0.218
0.106
0.168
0.114
0.045
‒0.047

***
***

***

***
**

7.333
0.331
0.053
0.112
0.095
0.067
‒0.085

***
***

***
***
***
***

7.543
0.187
0.069
0.108
0.163
0.032
‒0.030

***
***

***
***
***
***

7.045
0.184
0.176
0.103
‒0.075
0.060
‒0.071

***
**

***
***

8.234
0.354
0.203
‒0.033
0.114
0.023
‒0.047

***
***
***

**
***
***

農業戸籍（Ref:元来非農業）
進学による農転非（同）
就職等による農転非（同）
家族随伴等による農転非（同）

‒0.099
0.083
‒0.155
‒0.025

–0.197
‒0.065
0.020
‒0.072

* 0.076
0.058
0.010
‒0.024

*** ‒0.054
0.050
‒0.047
‒0.032

‒0.137
–0.605

0.280
‒0.034

***
‒0.037
0.304
0.021
‒0.015

***

経営者（Ref:被雇用者）
自営業者（同）

1.046
0.556

***
***

‒0.529 1.012
0.379

***
***

0.578
‒0.135

*** 1.282
0.050

*** 0.665
0.309

***
***

教育年数
ln（週当たり就業時間）

0.030
‒0.037

*** 0.099
‒0.044

*** 0.103
‒0.109

***
***

0.092
0.015

*** 0.047
0.079

*** 0.053
‒0.028

***

地域ダミー、調査年ダミー あり

調整済み決定係数
観測数

0.273
1,031

0.397
650

0.385
5,818

0.345
1,870

0.374
223

0.284
4,228

注：１）***、**、*はそれぞれ１％、５％、10％以下で有意であることを表す。
　　２）モデルには東部・中部・西部地域、調査年のダミー変数が含まれるが、表示が省略されている。



65──中国における戸籍改革、「農転非」およびその社会経済的効果

に
よ
る
農
転
非
の
増
収
効
果
が
顕
著
に
現
れ
る
（
三
〇
・
四
％
高

い
）
が
、
他
の
戸
籍
類
型
の
間
に
有
意
な
差
が
検
出
さ
れ
な
い
。
特

定
の
組
織
に
属
せ
ず
に
仕
事
を
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
様
々
な
意
味

で
の
実
力
が
当
然
必
要
と
な
る
が
、
そ
の
実
力
を
進
学
に
よ
る
農
転

非
を
果
た
し
た
者
だ
け
が
潜
在
的
に
持
っ
て
い
る
こ
と
は
こ
の
推
計

結
果
か
ら
読
み
取
れ
る
。
本
来
、
自
己
雇
用
は
市
場
競
争
の
激
し
い

世
界
で
あ
り
、
身
分
的
性
格
を
持
つ
戸
籍
の
収
入
へ
の
影
響
が
な
い

と
予
想
さ
れ
た
が
、
大
学
受
験
を
通
し
て
農
転
非
を
果
た
し
た
者

は
、
や
は
り
そ
う
で
な
い
者
（
同
等
の
学
歴
を
持
つ
非
農
業
戸
籍

者
）
よ
り
目
に
見
え
ざ
る
何
か
を
多
く
持
っ
て
い
る
可
能
性
が
高

い
。㈣

　
都
市
部
大
専
卒
以
上
の
非
農
業
戸
籍
者
に
お
け
る 

農
転
非
の
増
収
効
果

　
本
項
で
は
、
都
市
部
に
暮
ら
す
非
農
業
戸
籍
者
の
う
ち
、
大
専
以

上
の
学
歴
を
持
つ
者
に
焦
点
を
当
て
、
農
転
非
の
職
業
収
入
に
及
ぼ

す
効
果
の
有
無
を
明
ら
か
に
し
、
戸
籍
差
別
が
な
く
な
っ
て
い
る
か

を
検
証
す
る
。C

G
SS2010 ‒2015

で
は
、
農
村
部
、
都
市
部
の
デ
ー

タ
セ
ッ
ト
の
中
に
大
専
以
上
が
そ
れ
ぞ
れ
一
八
七
人
、
六
六
九
六
人

い
る
が
、
推
計
結
果
の
安
定
性
を
考
慮
し
て
、
こ
こ
で
は
都
市
部
だ

け
を
分
析
対
象
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、
就
業
形
態
お
よ
び
勤
め
先

類
型
が
含
ま
れ
る
モ
デ
ル
7
、8
（
表
９
）
の
中
か
ら
戸
籍
関
係
の

変
数
を
除
外
し
て
、
代
わ
り
に
、
⑴
農
転
非
ダ
ミ
ー
、
⑵
進
学
に
よ

る
農
転
非
、
就
職
に
よ
る
農
転
非
お
よ
び
政
策
的
農
転
非
の
ダ
ミ
ー

変
数
、
⑶
農
転
非
の
年
代
も
考
慮
し
て
大
学
拡
張
が
始
ま
っ
た
一
九

九
九
年
ま
で
の
農
転
非
ダ
ミ
ー
（
い
ず
れ
も
参
照
基
準
は
元
来
非
農

業
戸
籍
）
を
順
次
収
入
関
数
に
投
入
し
て
収
入
関
数
を
計
測
す
る
。

　
こ
こ
に
計
測
結
果
を
簡
潔
に
記
す
。
す
な
わ
ち
、
元
来
非
農
業
戸

籍
を
持
つ
大
専
以
上
の
者
に
比
べ
、
農
転
非
を
し
た
大
専
以
上
を
全

体
で
見
て
も
、
農
転
非
の
事
由
別
で
み
て
も
、
さ
ら
に
農
転
非
の
年

代
を
考
慮
し
て
も
、
収
入
に
及
ぼ
す
そ
の
効
果
が
顕
著
で
は
な
い
。

大
専
以
上
の
学
歴
を
持
つ
都
市
部
の
就
業
者
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
戸
籍
の
出
自
が
ど
う
で
あ
れ
、
そ
れ
に
由
来
す
る
職
業
収
入
の
違

い
が
存
在
し
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
収
入
の
獲
得
と
い
う
点
に

限
っ
て
い
う
な
ら
、
二
〇
一
〇
年
代
初
め
の
都
市
部
で
、
戸
籍
差
別

が
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
、
林
﹇2010

﹈
で
指
摘

さ
れ
た
社
会
上
層
へ
の
出
世
に
際
し
農
転
非
を
し
た
者
が
一
定
の
制

約
を
受
け
か
ね
な
い
と
い
う
分
析
結
果
と
は
異
な
る
。

ま
と
め

　
中
国
の
戸
籍
制
度
は
一
九
五
八
年
よ
り
施
行
さ
れ
た
戸
籍
登
記
条

例
、
お
よ
び
そ
の
実
施
細
則
等
で
構
成
さ
れ
る
独
特
の
も
の
で
あ

る
。
計
画
経
済
期
に
ヒ
ト
の
移
動
に
対
す
る
管
理
強
化
の
た
め
に
作

ら
れ
た
戸
籍
制
度
だ
が
、
す
べ
て
の
国
民
に
農
業
か
非
農
業
の
戸
籍

が
先
天
的
に
与
え
ら
れ
、
農
業
か
ら
非
農
業
へ
の
戸
籍
転
換
も
農
村
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か
ら
都
市
へ
の
戸
籍
の
転
出
入
も
厳
し
く
制
限
さ
れ
た
。
そ
の
結

果
、
都
市
と
農
村
が
分
断
さ
れ
、
教
育
、
就
職
、
社
会
保
障
等
で
優

遇
さ
れ
る
非
農
業
戸
籍
を
持
つ
「
市
民
」
と
差
別
さ
れ
る
農
業
戸
籍

を
持
つ
「
農
民
」
と
の
間
に
大
き
な
格
差
が
生
じ
た
。
と
こ
ろ
が
、

こ
こ
四
〇
年
、
改
革
開
放
の
深
化
と
共
に
、
戸
籍
制
度
に
対
す
る
改

革
が
漸
進
的
に
行
わ
れ
、
農
転
非
お
よ
び
戸
籍
の
転
出
入
の
要
件
が

緩
和
さ
れ
、
非
農
業
戸
籍
に
紐
づ
け
ら
れ
る
多
く
の
特
権
も
市
場
経

済
化
の
中
で
徐
々
に
失
わ
れ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
現
状
認
識
の
下
、
数
次
に
わ
た
る
主
要
な

戸
籍
制
度
改
革
の
中
身
を
精
査
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
非
農
業
戸
籍
人
口

な
ら
び
に
都
市
化
率
の
変
化
に
与
え
る
影
響
を
詳
し
く
考
察
し
た
。

そ
の
上
で
、C

G
SS2010 ‒2015

の
個
票
デ
ー
タ
を
用
い
て
戸
籍
類

型
や
農
転
非
の
特
徴
、
さ
ら
に
戸
籍
類
型
の
職
業
収
入
へ
の
影
響
を

分
析
し
た
。
以
下
は
主
な
結
論
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
農
転
非
の
規
模
は
戸
籍
制
度
改
革
と
共
に
拡
大
し
て
い

る
が
、
農
転
非
の
事
由
に
も
大
き
な
構
造
変
化
が
見
ら
れ
る
。
進

学
、
就
職
等
、
い
わ
ゆ
る
選
択
的
農
転
非
の
割
合
が
低
下
し
、
代
わ

り
に
、
家
族
随
伴
（
結
婚
等
）、
土
地
徴
用
、
住
宅
購
入
等
、
い
わ

ゆ
る
政
策
的
農
転
非
の
割
合
が
上
昇
し
て
い
る
。

　
第
二
に
、
農
転
非
が
す
べ
て
の
人
々
で
等
し
い
確
率
で
発
生
し
た

わ
け
で
な
い
。
農
転
非
の
事
由
と
年
齢
、
性
別
と
い
っ
た
個
人
属
性

の
間
に
は
強
く
相
関
関
係
が
あ
る
。
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
、
戸
籍
類

型
と
教
育
も
強
く
関
係
し
、
戸
籍
類
型
に
よ
っ
て
勤
め
先
も
大
き
く

異
な
る
。

　
第
三
に
、
農
業
従
事
者
を
含
む
全
就
業
者
で
み
る
場
合
、
農
業
戸

籍
に
比
べ
非
農
業
戸
籍
の
収
入
が
顕
著
に
高
い
も
の
の
、
非
農
業
就

業
者
だ
け
で
み
る
な
ら
、
戸
籍
の
違
い
に
起
因
す
る
収
入
格
差
は
有

意
に
存
在
し
な
い
。
こ
の
結
論
は
、
農
村
部
、
都
市
部
に
お
け
る
非

農
業
就
業
者
を
対
象
と
し
た
分
析
結
果
か
ら
も
お
お
む
ね
支
持
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。

　
第
四
に
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
た
選
択
的
農
転
非
、
政
策
的
農

転
非
の
収
入
へ
の
影
響
を
よ
り
詳
し
く
分
析
し
た
結
果
、
進
学
に
よ

る
農
転
非
が
一
部
の
モ
デ
ル
で
有
意
で
正
の
増
収
効
果
を
呈
す
る
の

を
除
け
ば
、
農
転
非
の
経
済
的
効
果
も
有
意
に
認
め
ら
れ
な
い
。

　
要
す
る
に
、
二
〇
一
〇
年
代
初
め
の
中
国
で
、
身
分
的
性
格
を
持

つ
戸
籍
の
経
済
的
意
義
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
は
、
市
場
経

済
化
が
生
み
出
し
た
結
果
で
あ
り
、
戸
籍
制
度
改
革
の
帰
結
で
あ
ろ

う
。
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
農
転
非
に
対
す
る
人
々
の
渇
望
が
な

く
な
り
、
二
〇
一
四
年
に
農
業
戸
籍
と
非
農
業
戸
籍
の
区
別
を
な
く

す
方
針
で
改
革
を
進
め
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
の
だ
が
、
背
景
に
、

戸
籍
の
持
つ
特
別
な
意
義
が
な
く
な
り
、
制
度
改
革
に
よ
る
利
害
調

整
の
リ
ス
ク
が
小
さ
い
と
い
う
政
治
判
断
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
と
は
い
え
、
長
年
の
農
民
に
対
す
る
制
度
的
差
別
が
社
会
保
障
制

度
、
教
育
等
で
残
し
た
後
遺
症
は
す
ぐ
に
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
農
民
に
対
す
る
差
別
意
識
も
社
会
の
広
範
囲
に
存
在
し
て
い

る
。
都
市
・
農
村
間
、
お
よ
び
都
市
部
に
お
け
る
地
元
戸
籍
住
民
と
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農
民
工
の
間
に
は
、
大
き
な
経
済
格
差
が
あ
る
。
よ
り
公
平
な
社
会

の
実
現
に
向
け
て
中
国
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
な
お
多
い
。

注〈
1
〉 

こ
れ
は
「
中
国
家
庭
収
入
調
査
」（T

he C
hinese H

ousehold 
Incom

e Project, C
H

IP
）
に
基
づ
い
た
推
計
値
で
あ
る
が
、
都
市

内
、
農
村
内
お
よ
び
都
市
・
農
村
間
に
分
解
で
き
な
い
残
差
は
二
〇

〇
七
年
、
二
〇
一
三
年
に
そ
れ
ぞ
れ
三
・七
％
、
六
・九
％
あ
る
﹇
羅 

2017

﹈。

〈
2
〉 

国
家
統
計
局
「
農
民
工
監
測
調
査
報
告
」（
各
年
）
に
よ
る
。

〈
3
〉 

た
と
え
ば
、
路
﹇1989

﹈
は
計
画
経
済
期
の
党
政
府
機
関
や
企

業
を
、
社
会
を
構
成
す
る
最
も
基
礎
的
単
位
と
し
て
捉
え
、
単
位
体

制
の
構
造
と
機
能
を
見
事
に
明
ら
か
に
し
た
。Bian
﹇2019

﹈
は
中

国
社
会
で
重
要
な
機
能
を
担
う
個
人
間
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
つ
ま
り
関

係
（guanxi

）
に
着
目
し
た
研
究
成
果
で
あ
り
、Li et al.
﹇2007
﹈、

厳
﹇2017

﹈
お
よ
びYan

﹇2019

﹈
は
中
国
共
産
党
員
と
い
う
政
治

的
身
分
の
獲
得
や
職
業
選
択
、
昇
進
、
給
与
に
及
ぼ
す
影
響
を
分
析

し
て
い
る
。

〈
4
〉 

本
節
は
厳
﹇2014, 2016

﹈
の
一
部
を
大
幅
に
加
筆
修
正
し
た

も
の
で
あ
る
。

〈
5
〉 

一
九
九
〇
年
施
行
の
城
市
規
劃
法
で
は
、
市
区
お
よ
び
近
郊
農

村
の
非
農
業
戸
籍
人
口
数
を
基
に
、
二
〇
万
人
未
満
を
小
都
市
、
二

〇
万
人
か
ら
五
〇
万
人
未
満
を
中
都
市
、
五
〇
万
人
以
上
を
大
都

市
、
一
〇
〇
万
人
以
上
を
特
大
都
市
と
定
義
し
た
が
、
そ
れ
に
代
わ

る
「
城
郷
規
劃
法
」
が
施
行
さ
れ
た
二
〇
〇
八
年
以
降
、
こ
の
規
定

が
な
く
な
っ
た
。
二
〇
一
三
年
に
入
っ
て
か
ら
発
改
委
で
新
型
都
市

化
の
長
期
計
画
が
策
定
さ
れ
、
都
市
の
規
模
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う

な
新
基
準
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
農
民
工
を
含
む
実
質

的
な
定
住
人
口
を
基
に
、
五
〇
万
人
未
満
を
小
都
市
、
五
〇
万
人
か

ら
一
〇
〇
万
人
未
満
を
中
都
市
、
一
〇
〇
万
人
か
ら
五
〇
〇
万
人
未

満
を
大
都
市
、
五
〇
〇
万
人
以
上
を
特
大
都
市
と
す
る
。

〈
6
〉 

徐
紹
史
「
国
務
院
関
於
城
鎮
化
建
設
工
作
情
況
的
報
告
」

（http://w
w

w.legaldaily.com
.cn/zt/content/2013-06/27/

content_4595832.htm

、
二
〇
一
三
年
一
一
月
六
日
最
終
確
認
）。

〈
7
〉 

国
務
院
「
関
於
進
一
歩
推
進
戸
籍
制
度
改
革
的
意
見
」（
二
〇

一
四
年
七
月
）、
お
よ
び
国
務
院
「
関
於
調
整
城
市
規
模
劃
分
標
准

的
通
知
」（
二
〇
一
四
年
一
一
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

〈
8
〉 

『
新
京
報
』（
二
〇
一
三
年
六
月
二
七
日
付
）
が
報
じ
た
公
安
部

の
統
計
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
〇
〜
一
二
年
の
三
年
で
都
市
部
に
移
住

し
た
農
業
戸
籍
者
は
二
五
〇
五
万
人
に
上
る
と
い
う
。
図
1
の
中
の

二
〇
一
一
年
と
二
〇
一
二
年
の
数
字
は
、
二
五
〇
五
万
人
か
ら
二
〇

一
〇
年
の
増
加
数
を
差
し
引
い
た
も
の
の
平
均
値
で
あ
る
。
大
学
進

学
等
に
伴
う
戸
籍
転
換
の
人
が
除
外
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
、
非
農
業
戸
籍
者
の
増
加
が
過
小
評
価
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

〈
9
〉 

二
〇
〇
二
年
、
〇
七
年
、
一
〇
年
お
よ
び
一
三
年
に
行
わ
れ
た

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
調
査
で
も
戸
籍
の
状
態
や
農
転
非
の
有
無
等
に
関
す
る
質

問
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
同
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
農
転
非
の
実
態

や
収
入
へ
の
影
響
に
関
す
る
研
究
論
文
は
少
な
く
と
も
中
国
語
の
主
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要
雑
誌
で
は
見
当
た
ら
な
い
。

〈
10
〉 

二
〇
〇
九
年
を
ベ
ー
ス
と
す
る
二
〇
一
〇
年
、
一
一
年
、
一
二

年
、
一
四
年
の
消
費
者
物
価
指
数
は
そ
れ
ぞ
れ
一
・
〇
三
三
、
一
・
〇

八
九
、
一
・
一
一
七
、
一
・
一
六
九
で
あ
る
（「
国
家
統
計
局
国
家
数

据
」
に
基
づ
い
て
算
出
）。

〈
11
〉 

こ
の
年
収
関
数
で
は
、
被
説
明
変
数
は
年
収
の
自
然
対
数ln

（w

）
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
の
で
、
あ
る
説
明
変
数
の
偏
回
帰

係
数
は
、
他
の
条
件
が
同
じ
で
あ
る
場
合
、
当
該
変
数
が
一
単
位
変

化
し
た
こ
と
に
よ
る
年
収
の
変
化
率
を
表
す
こ
と
に
な
る
。
例
え

ば
、
学
校
教
育
が
一
年
延
び
た
こ
と
に
よ
る
増
収
効
果
はb1

と
な

る
（
仮
に
、b1

が
〇
・
〇
五
だ
と
教
育
収
益
率
は
五
％
）。
性
別
（
女

性
＝
0
、
男
性
＝
1
）
や
政
治
的
身
分
（
非
共
産
党
員
＝
0
、
共
産

党
員
＝
1
）
の
年
収
に
及
ぼ
す
効
果
に
つ
い
て
も
、
偏
回
帰
係
数
か

ら
そ
の
有
無
ま
た
は
度
合
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
12
〉 

最
終
学
歴
に
関
す
る
設
問
Ａ
７
ａ
に
対
し
、
学
歴
な
し
が
0
、

小
学
校
が
6
、
中
学
校
が
9
、
高
校
レ
ベ
ル
が
12
、
大
専
が
15
、
大

学
が
16
、
大
学
院
が
19
と
し
て
教
育
年
数
が
充
て
ら
れ
る
。

〈
13
〉 

そ
れ
ぞ
れ
の
合
計
が
一
〇
〇
％
に
な
ら
な
い
の
は
「
そ
の
他
」

が
除
外
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
経
営
者
、
自
営
業
者
お

よ
び
被
雇
用
者
は
そ
れ
ぞ
れ
設
問
Ａ
59
ａ
の
選
択
肢
1
、2
・
6
・

7
・
8
、3
・
4
・
5
を
選
ん
だ
者
と
定
義
さ
れ
る
。
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